
数字で見る被災地
①がれき処理状況
②県外避難者数（７月５日との比較）

避
難
指
示
解
除
準
備
区
域
の
４
市
町
村
で

福島県

イ
ン
フ
ラ
復
旧
工
程
表
を
公
表

１
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
未
満
59
％

か
ら
も
集
め
ら
れ
た
。「
短

冊
を
描
い
て
い
る
と
き
は
、

み
な
が
被
災
地
に
思
い
を
寄

せ
る
。
よ
り
多
く
の
方
に
参

加
頂
く
こ
と
で
、
震
災
を

風
化
さ
せ
な
い
効
果
も
あ
る

の
で
は
」
と
ミ
ヤ
ザ
キ
さ
ん

は
語
る
。

　

ま
た
、
宮
城
県
南
三
陸

町
で
は
８
月
25
日
か
ら

岩手県
①７４．２万トン
	 （１８．８％）

②１６０５人
	 （＋４６人）

宮城県
①	３０５．８万トン
	 （２５．５％）
②８４２０人
	 （＋１７人）
福島県
①	２６．７万トン
	 （１２．３％）
②	６０８７８人
	 （－６７０人）

※①７月３１日現在、環境省　②８月２日
現在、復興庁

　

復
興
庁
は
７
日
、
原
発
事
故
の
影
響
で
避
難
指
示
解
除
準
備
区
域
な
ど
に
設
定
さ
れ
た
福
島
県
内

の
４
市
町
村
に
お
け
る
公
共
イ
ン
フ
ラ
復
旧
の
工
程
表
を
ま
と
め
た
。
帰
還
を
目
指
す
区
域
内
の
住

民
や
関
係
機
関
に
、
今
後
３
年
の
復
旧
の
見
通
し
を
共
有
す
る
こ
と
が
ね
ら
い
。

今
後
３
年
の
見
通
し
を

可
視
化

　

公
表
さ
れ
た
工
程
表

で
は
、
区
域
見
直
し
に

よ
り
避
難
指
示
解
除

準
備
区
域
な
ど
が
設

定
さ
れ
た
南
相
馬
市
、

田
村
市
、
川
内
村
、

広
野
町
の
４
市
町
村
に

つ
い
て
、
今
後
３
年
の

イ
ン
フ
ラ
復
旧
の
見
通

し
が
事
業
ご
と
に
ま
と

め
ら
れ
た
。
対
象
と

な
っ
た
の
は
、
国
、
県
、

市
町
村
、
事
業
組
合

の
事
業
。
事
業
者
の
枠

組
み
を
越
え
て
全
体
の

が
際
立
っ
た
が
、
ど
の
市
町
村

に
お
い
て
も
、
帰
還
住
民
の
生

活
基
盤
を
保
障
す
る
こ
と
が
最

優
先
の
課
題
だ
。
ま
た
各
事

業
の
早
期
実
施
と
と
も
に
、
イ

　

仙
台
の
夏
の
風
物
詩
に

な
っ
て
い
る
「
仙
台
七
夕
祭

り
」
が
８
月
６
日
か
ら
８
日
、

仙
台
市
で
開
催
さ
れ
た
。
豪

華
絢
爛
な
笹
飾
り
は
一
般
市

民
が
毎
年
新
た
に
作
成
す
る

こ
と
で
も
有
名
で
、
今
年
の

見
物
客
は
２
百
万
人
に
の

ぼ
っ
た
。

　

中
で
も
注
目
を
集
め
た
の

が
、
仙
台
空
港
に
飾
ら
れ

た
約
４
千
枚
の
円
状
の
短

冊
だ
。
子
ど
も
た
ち
が
自

　

福
島
県
は
13
日
、
全

県
民
を
対
象
と
し
て
実

施
し
て
い
る
「
県
民
健

康
管
理
調
査
」
か
ら
、

事
故
後
４
ヶ
月
間
の
外

部
被
ば
く
線
量
推
計
値

を
発
表
し
た
。
前
回
公

表
の
６
月
か
ら
新
た
に

１
万
１
０
９
４
人
を
追

加
し
、
累
積
３
万
６
７

６
１
人
分
の
デ
ー
タ
の

身
の
夢
を
描
い
た
も
の
で
、

被
災
地
の
み
な
ら
ず
、
関

東
や
九
州
、
ま
た
国
外
か

ら
も
集
め
ら
れ
た
。

　

短
冊
を
つ
く
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
各
地
で
開
催
し

た
の
が
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の

ミ
ヤ
ザ
キ
ケ
ン
ス
ケ
さ
ん
。

短
冊
は
東
京
や
九
州
、
ま

た
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
や
ケ
ニ
ア

分
析
結
果
と
な
っ
た
。

　

集
計
は
先
行
調
査
地

域
（
川
俣
町
（
山
木
屋

地
区
）、
浪
江
町
、
飯

館
村
）
と
、
そ
の
他
の

地
域
に
分
け
て
公
表
さ

れ
て
い
る
。
先
行
調
査

地
域
以
外
の
値
で
は
、

放
射
線
業
務
従
事
経
験
者
を
除

き
、
全
域
で
５
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル

ト
未
満
と
な
っ
た
。
ま
た
平
時

の
年
間
被
ば
く
線
量
の
上
限
と

さ
れ
る
１
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
未
満

の
割
合
も
、
累
計
で
58
．
６
％

と
な
っ
た
。

　

県
は
今
回
の
結
果
を
ふ
ま
え

「
放
射
線
に
よ
る
健
康
影
響
が
あ

る
と
は
考
え
に
く
い
」
と
評
価
し

た
。
同
調
査
は
７
月
末
時
点
で
46	

万
９
千
を
越
え
る
回
答
を
得
て
い

る
が
、
分
析
結
果
は
ご
く
一
部
に

と
ど
ま
っ
て
い
る
。

「
南
三
陸
福
幸
き
り
こ
祭
」

を
開
催
す
る
。
地
域
を
支

え
て
き
た
商
店
や
企
業
の

物
語
を
神
棚
飾
り
で
あ
る

「
き
り
こ
」
で
表
現
・
展
示

す
る
こ
と
で
、
地
域
の
記
憶

や
文
脈
を
後
世
に
伝
え
た
い

と
い
う
。
ア
ー
ト
や
文
化

を
復
興
に
役
立
て
よ
う
と
す

る
動
き
が
今
、
各
地
で
進

ん
で
い
る
。

【
関
連
記
事
４
・
５
面
特

集
へ
】

復
旧
が
時
間
軸
で
「
見
え
る

化
」
さ
れ
た
こ
と
で
、
避
難

住
民
や
関
係
機
関
と
の
情

報
共
有
の
円
滑
化
が
期
待

さ
れ
る
。
さ
ら
に
工
程
表
で

は
、
今
後
区
域
見
直
し
な

ど
の
節
目
ご
と
に
、
工
程
表

を
作
成
す
る
対
象
と
な
る
市

町
村
の
拡
大
や
対
象
事
業
の

拡
充
を
行
う
方
針
も
同
時

に
示
さ
れ
た
。

  

応
急
的
対
応
は  

  

今
年
度
中
に
完
了 　 

　

南
相
馬
市
に
つ
い
て
は
、

応
急
的
な
対
応
が
求
め
ら
れ

る
道
路
、
上
下
水
道
、
区

役
所
な
ど
の
整
備
を
今
年

仙台七夕祭り

全
国
か
ら
復
興
を
願
う
短
冊

外
部
被
ば
く
線
量
調
査 

中
間
報
告

福島県

ン
フ
ラ
整
備
と
並
行
し
た
、
住

民
と
地
域
の
産
業
を
支
え
る
取

り
組
み
が
推
進
さ
れ
る
こ
と
を

期
待
し
た
い
。

度
中
に
終
え
る
見
込
み
。
多

く
の
事
業
は
、
今
年
４
月
に

警
戒
区
域
が
解
除
さ
れ
避

難
指
示
解
除
準
備
区
域
に

再
編
さ
れ
た
小
高
区
に
お
い

て
実
施
さ
れ
る
予
定
。

　

田
村
市
は
電
気
や
上
下

水
道
に
震
災
当
時
か
ら
大

き
な
被
害
は
な
か
っ
た
と
し

て
、
主
に
道
路
復
旧
を
今
年

度
中
を
め
ど
に
終
え
る
と
し

た
。

　

す
で
に
３
月
26
日
に
行
政

機
能
が
再
開
し
て
い
る
川
内

村
は
、
住
民
の
帰
還
促
進
の

た
め
に
今
後
の
最
優
先
課
題

を
除
染
と
し
た
。
さ
ら
に
道

路
の
復
旧
、
生
活
環
境
お

よ
び
商
業
・
観
光
施
設
な

ど
の
整
備
に
取
り
組
む
予
定

だ
。

　

広
野
町
に
お
い
て
は
、
道

路
や
上
下
水
道
が
す
で
に
復

旧
済
み
。
今
後
は
、
河
川

対
策
を
含
め
た
津
波
被
災

地
の
整
備
に
あ
た
る
。

　

今
回
発
表
さ
れ
た
工
程

表
に
よ
り
、
市
町
村
ご
と
に

必
要
と
さ
れ
る
対
策
の
差
異

外部被ばく線量推計結果の概要（割合）

0%
～1mSv未満 ～2mSv未満 ～3mSv未満 ～4mSv未満 ～5mSv未満 ～6mSv未満

単位：ミリシーベルト実行線量

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

その他の地域

先行調査地域57.1％57.1％58.6％58.6％

21.5％21.5％

8.1％8.1％
3.9％3.9％ 0.2％0.2％ 3.2％3.2％ 6.2％6.2％

0.0％0.0％ 0.0％0.0％
5.1％5.1％

36.1％36.1％

生活インフラ
（上下水道、道路など）

産業インフラ
（農地・農業用地など）

公共施設
（教育、医療、役場施設など） 除染 災害廃棄物処理

南相馬市

田村市

川内村

広野町

2012年度中に完了

概ね完了 2012年度中に工事 2012年度中に
復旧工事

実施中

先行除染は実施済み

計画は策定済み

仮置場の整備、
搬入を調整中

国の代行について調整中2013年度中に工事

工
程
表
に
お
け
る
各
市
町
村
の
概
況

道路は 2012 年度
中に完了、上下水道
等は大きな被害なし

2012年度中に下水
道復旧工事を完了

農業用水および農道
の工事を２０１２年度
中に完了

２０１３年度中に営農再
開を希望する農地につ
いては速やかに復旧

2012 年度中に修繕
は完了、除染を行う

2012年度中の調査
で災害廃棄物の発生
状況を把握

2012年度中の調査
で災害廃棄物の発生
状況を把握

２０１３年度中に
建物修繕を完了

復旧工事中または完了
し、除染済み
概ね再開準備中

先行除染は完了
住宅は一部完了
２０１４年度までに仮置
場３か所を設置

１4
２０１2 年（平成 24 年）8 月 20 日　月曜日
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政策
復興庁と宮城県、協議会を設立 
復興特区の新支援策を要望する際
に設置する国と地方の協議会を、復
興庁と宮城県が被災県で初めて設置
することが判明した。

東京都、被災地へ職員を派遣 
東京都は、被災３県１０市町に派遣
する任期付職員を９月１日付で採用
することを決めた。研修後、９月中
旬に各地に派遣する。

復興庁、釜石市の復興計画を認定 
商業施設の整備を許可する特例措置
を盛り込む釜石市の復興推進計画が、
単独市町村の申請では初めて、復興
庁に認められた。

産業復興
仙台市、２００カ所に発電設備
仙台市は、２０１２～１５年度に太陽
光や蓄電池を利用した発電設備を、
市内の小中学校始め２００カ所へ設
置する方針を示した。

気仙沼鹿折、水産加工組合が発足
宮城県気仙沼市鹿折（ししおり）で、
住友商事と三井物産の支援により、
市内１７社が共同事業化をめざし水
産加工協同組合が発足した。

福島県内、小水力発電の導入へ
福島県内の自治体とＮＰＯ法人など
計１８団体により、小水力発電の導
入をめざす「地域の小水力利用推進
協議会」が設立された。

釜石市、トヨタとバス実証実験
岩手県釜石市は、希望時間、場所
に送迎する予約型乗り合いバスの
実証実験をトヨタ自動車と共同でお
こなう協定を結んだ。１０月に開始
予定。

生活・まちづくり
東松島、石巻の復興計画を了承
宮城県東松島市と石巻市の復興整
備協議会がおこなわれ、両市の高台
移転事業や区画整理事業を盛り込
む復興計画が承認された。

石巻市、地区別整備方針を表明
宮城県石巻市は災害公営住宅にお
いて、地区ごとの整備方針を発表し
た。市街地を7地区に分け、最大
２９５０戸の整備をめざす。

仙台市、高齢者の見守りを実施へ
仙台市は、携帯電話やセンサーを
利用し、仮設住宅に住む高齢者など
を２４時間見守る事業を無料で実施
する予定と発表した。

陸前高田市気仙町、集団移転へ
岩手県陸前高田市気仙町長部地区
の集団移転事業計画は、１日に国交
省の合意をうけた。２０１４年度ま
でに事業の完了をめざす。

南相馬市、４０５世帯の移転へ
福島県南相馬市は、４０５世帯の
集団移転事業計画や、太陽光発電
施設や植物工場のための農地転用
計画を含む復興計画を、県ととも
に公表した。

原発・放射能
楢葉町、警戒区域全域を再編へ
福島県楢葉町は１０日、警戒区域全
域を、避難指示解除準備区域に再
編することを決めた。住民の帰還に
つなげるため、防犯体制を強化する。

医療
ＤＭＡＴ設置病院と協定へ
福島県は、ＤＭＡＴの運営要綱をつく
り、県内の６災害拠点病院と協定を
結ぶ方針を発表した。９月中に実現を
予定している。

　

政
府
は
７
日
、
災

害
廃
棄
物
の
処
理
の
推

進
に
関
す
る
関
係
閣
僚

会
合
（
第
４
回
）
を

開
催
し
、「
東
日
本
大

震
災
に
係
る
災
害
廃
棄

物
の
処
理
工
程
表
」
を

策
定
し
た
。
今
回
策

定
さ
れ
た
工
程

表
は
、
が
れ
き

処
理
を
目
標

期
間
内
に
確

実
に
終
了
さ
せ

る
た
め
の
よ
り

具
体
的
な
処

理
の
方
針
、

内
容
、
目
標

を
示
し
た
も
の
。

工
程
表
で
は
、

被
災
県
に
お
け

る
災
害
廃
棄

物
に
津
波
堆

積
物
を
加
え

た
が
れ
き
処
理

状
況
が
県
ご
と

に
整
理
さ
れ
た

う
え
で
、
岩

手
・
宮
城
・

福
島
の
３
県
に

お
け
る
処
理

計
画
お
よ
び

広
域
処
理
の

調
整
状
況
と
今
後
の
方

針
が
示
さ
れ
た
。

　

岩
手
県
で
は
、
不
燃

混
合
物
に
分
類
さ
れ
る

が
れ
き
を
復
興
資
材
と

し
て
県
内
で
再
生
利
用

す
る
こ
と
と
、
漁
具
・

漁
網
の
広
域
処
理
等
に

よ
る
処
分
先
の
確
保
が

具
体
化
で
確
実
な
実
施
を
促
す

7月31日～8月11 日

課
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ

た
。
県
内
で
は
、
特
に

津
波
堆
積
物
の
処
理
が

ほ
ぼ
手
付
か
ず
の
状
態
。

な
お
、
可
燃
物
・
木
く

ず
に
つ
い
て
は
群
馬
県

や
静
岡
県
に
よ
る
広
域

処
理
の
調
整
が
行
わ
れ

て
い
る
。

　

宮
城
県
に

お
け
る
課
題

は
、
焼
却
灰

の
埋
立
処
分

先
の
確
保
お

よ
び
県
内
再

生
利
用
と
、

木
く
ず
や
不

燃
混
合
物
の

広
域
処
理
等

に
よ
る
処
理
。

広
域
処
理
は
、

す
で
に
27
万

ト
ン
に
つ
い
て

調
整
済
み
と

な
っ
て
い
る
が
、

あ
と
１
０
０

万
ト
ン
に
つ
い

て
調
整
が
必

要
な
状
況
だ
。

　

福
島
県
で

は
、
焼
却
灰

等
の
処
分
先

に
加
え
て
、
が
れ
き
の

仮
置
場
や
仮
設
焼
却

炉
等
を
設
置
す
る
た
め

の
用
地
の
確
保
が
喫
緊

の
課
題
。
放
射
性
物
質

に
よ
る
汚
染
が
認
め
ら

れ
る
地
域
の
処
理
は
国

が
直
轄
で
処
理
を
行
う

方
針
が
示
さ
れ
た
。

閣僚会議で
がれき処理工程表発表

気
仙
沼
の
復
興
の
状
況
は
ど
う

で
し
ょ
う
？

　

港
の
復
旧
が
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。

気
仙
沼
の
基
幹
産
業
は
水
産
業
で
、

関
連
業
態
を
含
め
る
と
従
事
者

は
７
割
に
の
ぼ
り
ま
す
。
港
に
船

が
入
り
、
そ
こ
か
ら
船
の
整
備
や
、

加
工
、
輸
送
、

観
光
な
ど
の
周
辺

産
業
が
広
が
っ
て

こ
の
町
の
産
業
が

つ
く
ら
れ
て
い
ま

す
。
復
旧
は
ス

ピ
ー
ド
が
命
、
遅
れ
る
だ
け
衰
退

し
ま
す
。
今
事
業
を
再
開
で
き
て

い
る
被
災
事
業
者
は
大
手
が
大
半

で
、
中
小
は
ま
だ
ま
だ
。
私
の
周

り
に
も
泣
く
泣
く
事
業
を
閉
じ
る

取
引
先
が
出
て
き
て
い
ま
す
。

　

仕
事
は
、
生
き
る
希
望
で
す
。

長
期
で
続
け
ら
れ
る
仕
事
は
少
な

い
た
め
、
元
あ
っ
た
仕
事
に
戻
る

事
が
一
番
で
す
。
失
業
手
当
な
ど

の
補
助
で
先
延
ば
し
し
て
も
本
質

的
に
意
味
は
あ
り
ま
せ
ん
。
浸
水

地
域
に
は
建
設
制
限
が
か
か
っ
て

お
り
、
事
業
を
再
開
し
た
く
て
も

で
き
な
い
と
い
っ
た
課
題
も
あ
り

ま
す
が
、
と
に
か
く
港
の
復
旧
が

気
仙
沼
の
産
業
再
生
の
第
一
歩
と

な
り
ま
す
。

産
業
再
生
と
あ
わ
せ
、
食
育
の

大
切
さ
も
発
信
さ
れ
て
い
ま
す

　

今
回
の
震
災
で
、
忘
れ
か
け
て

い
た
大
切
な
こ
と
に
改
め
て
気
づ

か
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
１
つ
は
食

の
大
切
さ
で
す
。
災
害
直
後
、
衣

服
も
住
居
も
な
ん
と
か
な
り
ま
し

た
が
、
食
だ
け
は
そ
う
で
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
人
は
、
食
べ
な

く
て
は
生
き
て
い
け
な
い
の
で
す
。

　

し
か
し
そ
の
食
を
支
え
る
一

次
産
業
は
近
年
軽
視
さ
れ
、
衰

退
し
て
き
ま
し
た
。
多
く
の
輸

入
食
材
が
店
頭
に
並
ぶ
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
自
然
か
ら
命
を

頂
く
尊
い
業
を
、
若
い
世
代
が

誇
り
を
持
っ
て
続
け
ら
れ
る
よ

水
産
業
・
食
育
・
ま
ち
づ
く
り

一体
と
な
り
新
し
い
気
仙
沼
を

う
、
土
台
を
築
き
た
い
。
そ
の

た
め
に
、
食
育
に
力
を
入
れ
て

い
ま
す
。
食
を
通
じ
て
地
域
や

産
業
を
学
ぶ
こ
と
で
、
町
や
一

次
産
業
へ
の
親
し
み
が
生
ま
れ
、

町
の
再
生
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く

の
で
す
。

ま
ち
づ
く
り
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
？

　

基
幹
産
業
で
あ
る
漁
業
を
中

心
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
当
社
の

船
は
遠
洋
漁
業
で
世
界
中
の
港
、

ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
を
見
て
き

ま
し
た
。
世
界
の
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ

ロ
ン
ト
に
は
３
つ
の
顔
が
あ
り
ま

す
。
水
揚
げ
す
る
漁
船
の
横
で
、

コ
ー
ヒ
ー
を
す
す
る
労
働
者
で
溢

れ
る
朝
の
顔
。
シ
ー
フ
ー
ド
を
楽

し
む
観
光
客
で
に
ぎ
わ
う
昼
の
顔
。

そ
し
て
、
漁
船
の
光
と
街
灯
、

店
の
光
に
照
ら
さ
れ

人
々
が
酒
を
飲
み
交
わ

し
て
い
る
夜
の
顔
で
す
。

こ
う
し
た
、
地
元
の
人

も
、
外
か
ら
訪
れ
る
人

も
元
気
に
集
う
町
の
姿

を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
に
、「
食
と
学
び
の
町
」

と
し
て
外
に
発
信
す
る
力
が
加
わ

る
こ
と
で
、
産
業
の
再
生
、
食
育
、

ま
ち
づ
く
り
が
一
体
と
な
っ
た
新

た
な
気
仙
沼
が
生
ま
れ
て
い
く
と

信
じ
て
い
ま
す
。

臼井 壮太朗さん

株式会社臼福本店　
代表取締役社長
気仙沼で遠洋漁業を営む
傍ら、様々な地域復興活
動を行っている。震災前
より食育へ取組み全国で
初めて１００％地産地消
の給食を実現した。
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●ジャパン・ソサエティ東日本
大震災復興基金（ローズファンド）

「第３期助成プログラム」
【助成プログラム】Ａ：復興支援事業助成、Ｂ：

復興支援事業に取り組む現地ＮＰＯの組織

基盤強化のための助成

【助成対象】岩手県、宮城県、福島県にお

いて非営利の団体が行う復興支援事業全般。現地のＮＰＯ等

団体が長期的に活動する組織基盤を強化するための取り組み

を重視し、最長２年間の継続した助成を行うため、２年以上継

続して実施する見込みの事業が助成対象となる。その他の要

件はホームページから確認できる。

【助成期間】２０１３年１月１日から２０１３年１２月３１日に実施

される１２か月間の事業

【助成金額】上限２５０万円（プログラムＡの場合）

【応募方法】書類一式（ホームページからダウンロード）を郵送

【応募締切】９月１４日（消印有効）

【ＨＰ】http://www.sanaburifund.org/info_rose/2012/08/01/5249/

●ＮＰＯ法人遠野まごころネット
「まごころサンタ基金」
【対象】平成２４年度に大学、短期大学ないし専門学校に進学

し、在学中だが、東日本大震災の際、保護者が岩手県内で被

災しているため学業の継続が困難な方（被災後岩手県外へ移住

された方や過去のまごころサンタ基金奨学生も応募可）。

【奨学金】奨学生１人につき１０万円。学業継続のためであれば、

学費でも生活費でも使途は問わない。返済義務なし。

【募集人数】１００名。今後まごころサンタ基金によせられる寄

付金の額に応じて増員もありえる。

【応募方法】応募書類一式を「〒０２８－０５２８岩手県遠野市

大工町１０－１０　ＮＰＯ法人遠野まごころネット奨学金担当あ

て」まで郵送（封筒の表に「奨学金応募書類在中」と明記）。

(１) 氏名、住所、電話番号、通学先、奨学金を必要とする事情

を記した応募票（任意の書式。Ａ４・１枚）

(２) 在学証明書

(３) 保護者の罹災証明書のコピー

(４) 返信用封筒（長形３号。宛先に自身の住所と氏名を書き、

８０円切手を貼付）

●総務省東日本大震災復興対策
「被災地域情報化推進事業」第４回申請
【対象団体】東日本大震災復興特別区域法の特定地方公共団体

（一部事務組合及び広域連合を含む。）またはこれらを含む連携

主体。

【対象事業】特定地方公共団体等が抱える課題を情報通信技術

（ＩＣＴ）の利活用を通じて効率的・効果的に解決する取り組み。

【応募方法】ホームページのマニュアルに従って必要書類を作成

の上、郵送または持参

【応募締切】８月３１日（金）午後２時必着

【 Ｈ Ｐ 】http://www.soumu.go.jp/menu_news/

s-news/01tsushin01_02000059.html

生
徒
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の 

「
マ
ッ
チ
ン
グ
」
に
工
夫

　

東
京
と
被
災
地
で
学
習
支
援
を

行
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
キ
ッ
ズ
ド
ア
は
、

被
災
地
で
学
校
や
教
育
委
員
会
と

連
携
し
た
学
習
支
援
に
、
今
ま
で

の
べ
２
０
０
０
人
以
上
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
動
員
し
て
き
た
。「
ス
キ

ル
を
持
っ
た
個
人
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
活
躍
で
き
る
環
境
を
整

え
る
こ
と
が
重
要
」
と
、
事
務
局

の
片
貝
さ
ん
は
言
う
。
注
力
し
て

い
る
の
は
「
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
」。

現
地
の
子
供
の
苦
手
教
科
や
子
供

　

全
国
社
会
福
祉
協
議
会
被
災
地
支
援
・
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
情
報
に
よ

る
と
、
震
災
後
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
数
は
、
去
年
５
月
に
比
べ
今
年
７
月
に
は

８
分
の
１
ま
で
減
少
し
て
い
る
。
被
災
地
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
減
少
し
て

い
く
な
か
、
継
続
し
て
支
援
活
動
を
行
う
団
体
に
と
っ
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
確
保
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
き
て
い
る
。

の
特
徴
を
踏
ま
え
、
適
切
な
講
師

を
選
択
・
派
遣
す
る
。
こ
の
工
夫

が
、
子
供
た
ち
の
学
習
意
欲
の
向

上
に
つ
な
が
る
と
い
う
。「
生
徒
た

ち
が
「
授
業
を
し
て
よ
」
と
言
っ

て
き
た
り
、
宿
題
に
取
り
組
む
習

慣
が
つ
い
て
く
る
と
、
自
分
た
ち

も
頑
張
ら
な
く
て
は
と
思
い
ま
す
」

と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
伊
藤
さ
ん
は

話
す
。
生
徒
た
ち
の
意
欲
や
成
長

が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
継
続
参
加

意
欲
を
引
き
出
し
て
い
る
。

　

役
割
を
つ
く
る
こ
と
も
ポ
イ
ン
ト

だ
。
キ
ッ
ズ
ド
ア
で
は
、
講
師
と

し
て
の
業
務
だ
け
で
な
く
、
団
体

の
運
営
も
積
極
的
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
任
せ
て
い
る
。
同
団
体
の
学
生

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
浅
川
さ
ん
は
、
事

務
局
と
密
に
連
絡
を
取
り
合
い
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
学
習

会
の
運
営
そ
の
も
の
に
関
わ
る
。

現
場
で
は
他
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
ま

と
め
る
立
場
だ
。
活
動
を
通
し
て

自
身
の
成
長
も
感
じ
ら
れ
る
こ
と

と
、「
現
場
に
求
め
ら
れ
、
そ
れ
に

応
え
た
い
」
と
い
う
想
い
が
、
継

続
的
に
活
動
す
る
動
機
に
な
っ
て
い

る
と
い
う
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の  

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

　

岩
手
県
の
被
災
地
支
援
ボ
ラ
ン

減
少
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

継
続
ど
の
よ
う
に

テ
ィ
ア
団
体
・
遠

野
ま
ご
こ
ろ
ネ
ッ

ト
に
は
、
現
在
ま

で
に
の
べ
７
万
人

を
超
え
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
参
加
。

リ
ピ
ー
タ
ー
も
多

い
。
同
団
体
で
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
を
行

う
柳
澤
さ
ん
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

通
じ
た
「
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
」

が
大
切
だ
と
い
う
。

現
地
で
の
活
動
で
、

多
く
の
濃
密
な
思

い
出
を
皆
と
共
有

し
、
宿
舎
に
は
生

活
を
共
に
し
た
ス
タ
ッ
フ
が
お
り
、

再
び
参
加
す
る
時
に
は
知
っ
て
い

る
顔
が
い
る
。
親
し
み
や
す
い
現

場
の
雰
囲
気
が
、
継
続
的
参
加

を
促
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
活
動
を
通
じ
て
で
き

た
現
地
と
の
縁
を
大
切
に
し
て
い

る
。
ま
ご
こ
ろ
ネ
ッ
ト
で
は
、
過

去
に
参
加
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
、

半
年
以
上
た
っ
た
後
に
現
地
へ
連

れ
て
行
く
こ
と
が
あ
る
。
過
去
に

自
分
が
活
動
し
た
場
所
の
復
興

し
て
い
く
様
子
を
見
せ
る
こ
と
で
、

喜
び
の
声
が
多
く
聞
か
れ
る
と
い

う
。「
帰
る
場
所
が
東
北
に
あ

る
」
と
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
な

こ
う
し
た
取
り
組
み
も
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
継
続
の
た
め
に
効
果

的
だ
。

　

キ
ッ
ズ
ド
ア
や
遠
野
ま
ご
こ
ろ

ネ
ッ
ト
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
の
体
制
や
対
象
が
大
き
く
異

な
る
。
し
か
し
、
継
続
的
な
支

援
に
焦
点
を
当
て
る
と
、
共
通

点
も
見
え
て
き
た
。
被
災
地
復

興
と
共
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
達
も

自
身
の
居
場
所
を
見
つ
け
、
成

長
・
自
己
研
鑽
し
て
い
く
。
こ
う

い
っ
た
価
値
を
与
え
ら
れ
る
こ
と

が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
定
着
さ
せ

る
鍵
に
な
っ
て
い
る
。

被災地で学習支援を行うボランティア。その多くが元教員や塾講師経験者
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フィールドワークの
様子。町を歩きなが
ら、野点の実 施 場
所を検討している。

　
仙
台
で
は
毎
年
８
月
に
七
夕

祭
り
が
開
催
さ
れ
る
。
伊
達
政

宗
の
時
代
か
ら
続
く
と
い
わ
れ

る
こ
の
祭
り
は
、
地
域
や
個
人

が
作
っ
た
豪
華
絢
爛
な
笹
飾
り

を
特
徴
と
す
る
。

　
ミ
ヤ
ザ
キ
さ
ん
の
七
夕
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
、
こ
の
お
祭
り
に

な
く
、
子
ど
も
や
先
生
、
地
域

の
住
民
に
も
絵
を
描
い
て
も

ら
っ
た
。
そ
れ
が
全
員
の
参
加

意
識
を
生
み
、
結
果
と
し
て
壁

画
は
そ
の
後
も
「
み
ん
な
の
絵
」

と
し
て
地
域
で
愛
さ
れ
て
い
る

と
い
う
。
ミ
ヤ
ザ
キ
さ
ん
は
こ

の
経
験
を
通
じ
て
「
な
に
を
描

い
た
か
で
は
な
く
、
ど
う
描
い

た
か
が
重
要
」
と
感
じ
、
七
夕

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
同
様
の
手
法

を
持
ち
込
ん
だ
。

　
ミ
ヤ
ザ
キ
さ
ん
は
被
災
し
て

い
な
い
地
域
に
い
ま
求
め
ら
れ

る
こ
と
を
「
共
感
す
る
気
持

ち
」
だ
と
考
え
て
い
る
。

　「
現
地
に
足
を
運
ん
だ
人
は
、

例
え
ば
屋
台
村
が
出
来
た
だ
け

で
も
一
緒
に
喜
べ
る
。
で
も
知

ら
な
い
と
そ
の
喜
び
を
共
感
で

き
な
い
か
ら
忘
れ
て
い
く
。
現

地
の
方
が
恐
れ
て
い
る
の
は
、

忘
れ
ら
れ
る
こ
と
な
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
」

　
共
感
の
第
一
歩
に
「
つ
な
が

飾
る
短
冊
を
、

と
に
か
く
沢
山

の
人
に
描
い
て

も
ら
う
活
動
だ
。

昨
年
８
月
の
七

夕
祭
り
に
は
、

避
難
所
の
子
供

た
ち
５
百
人
が

描
く
「
将
来
の
夢
」
を
短
冊
に

し
て
展
示
。
今
年
、
そ
の
活
動

は
東
京
や
九
州
、
ま
た
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
や
ケ
ニ
ア
な
ど
海
外
に

も
広
が
り
、
東
北
へ
の
思
い
を

描
い
た
短
冊
は
約
４
千
枚
に
も

及
ん
だ
。

　
ミ
ヤ
ザ
キ
さ
ん
は
こ
れ
ら
の

短
冊
を
「
人
と
人
の
つ
な
が
り

の
証
」
だ
と
考
え
て
い
る
。「
被

災
地
の
た
め
に
何
か
を
し
た
い

け
ど
、
き
っ
か
け
が
な
い
」
と

い
う
人
に
、
短
冊
を
描
い
て
も

ら
う
。「
重
要
な
の
は
内
容
で
は

な
く
、
短
冊
を
描
き
な
が
ら
被

り
」
が
あ
る
の
な
ら
、
被
災
者

と
そ
う
で
な
い
人
、
ケ
ニ
ア
人

と
日
本
人
な
ど
、
立
場
の
異
な

る
人
を
つ
な
ぐ
ア
ー
ト
イ
ベ
ン

ト
は
、
震
災
を
風
化
さ
せ
な
い

手
段
に
な
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
三
陸
地
方
の
神
社
で
は
、
正

月
の
神
棚
飾
り
の
た
め
、
縁
起

の
い
い
模
様
を
切
り
抜
い
た
半
紙

「
き
り
こ
」
を
配
布
す
る
風
習

が
あ
る
。
漁
業
が
さ
か
ん
な
南

三
陸
町
で
は
、
大
漁
や
漁
の
安

全
を
願
い
、
一
年
を
通
し
て

「
き
り
こ
」
を
飾
る
家
も
多
い
と

い
う
。

　「
南
三
陸 

福
幸
き
り
こ
祭
」

は
、
商
店
の
軒
先
に
、
店
の
モ

チ
ー
フ
を
切
り
抜
い
た
き
り
こ
を

飾
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
。
観
光
に

力
を
入
れ
て
い
た
南
三
陸
町
が

２
０
１
０
年
、
地
元
商
店
の
魅

力
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
始
め

た
。
店
の
生
い
立
ち
や
店
主
の

考
え
を
ま
と
め
た
「
ス
ト
ー

リ
ー
」
も
合
わ
せ
て
展
示
し
、

観
光
客
と
の
会
話
の
き
っ
か
け
に

し
よ
う
と
し
て
い
た
。

　
震
災
を
経
た
今
年
、「
さ
ん

さ
ん
商
店
街
」
を
は
じ
め
と
す

る
仮
設
店
舗
で
同
じ
活
動
が
ス

タ
ー
ト
し
て
い
る
。
趣
味
で
手

製
の
耳
か
き
を
配
っ
て
い
た
と

い
う
床
屋
に
は
「
は
さ
み
と
耳

か
き
」、
会

社
帰
り
の
父

親
向
け
に
２

百
円
の
ケ
ー

キ
を
販
売
し

政府は平成24年度予算の「被災地における文化芸術による「心の復興」事業」に17億3千
万円を計上した。その効果は住民に「心の復興（生きる希望や勇気）」をもたらすとともに、
地域の絆が一層再確認され、復興への活力を生み出すこと」とされている。芸術は、復興に
どのように寄与し得るのだろうか。被災地で行われている活動を追った。

アートの力
〜芸術・文化は復興を後押しするか〜

　復興の現場で、アートはどんな力を発揮するのか。
アートイベントの主催者や文化事業を推進する団体な
ど多くの方々に、質問させて頂いた。
　瀬戸内海に浮かぶ直島のベネッセアートサイト、新
潟県の越後妻有アートトリエンナーレは、アートが地
域おこしや観光客誘致に寄与した好事例だ。東北に
もこのようなケースがあるのでは、と取材を繰り返し
たが、予想に反し取材をしたすべての活動は観光や
雇用などの経済的指標ではなく、むしろ「心を刺激す
る何か」という曖昧模糊としたものに期待を寄せてい
た。
　地域活性化におけるアートの可能性を調査した参
議院第三特別調査室の小林 美津江氏は、アートの経
済的な価値を大いに認めつつ、「文化芸術は地域活
性化のための施策とは無関係に、多様な価値観を持
ちそれ自体が目的となる」としている。「文化芸術によ
り地域のアイデンティティや魅力を確立し、情報発信
することで、住民が誇りを持ち、人々からここに住み
たいと選ばれるようなまちづくりに繋げていけるとい
うのだ。
　アートというと、美術館のガラスケースの中にある
もの、身なりを整えて鑑賞に行くようなものを思い浮
かべがちだったが、本来はもっと身近に、生活に寄り
添ってあるものなのではないかと気づいた。例えば一
枚の大漁旗。船主の無事を祈り豊漁を願う気持ちが、
縁起物の意匠や鮮やかな色で表現されている。これ
も立派なアートだろう。
　アートは生きることの記録であり、制作、鑑賞は他
者と生き様を分かち合う行為ではないか。そして、アー
トが生み出す「生への動機」や「共感」は、被災地
内外の多くの人が協働して取り組むべき復興の長い
道のりに、不可欠なものの一つなのではないだろうか。
そのように感じた。（齋藤麻紀子、畔柳理恵）

取材後記

経済指標には表れない
アートの価値

※「アート」の定義は様々で「文化」「芸術」と表現する企業や団体もありますが、本紙では引用部以外はすべて「アート」で統一しました。

ん
商
店
街
を
は
じ
め
と
す
る
南

三
陸
町
一
帯
で
開
催
さ
れ
る
。

福
幸
き
り
こ
祭
」
は
８
月
25
日

か
ら
9
月
11
日
ま
で
、
さ
ん
さ

な
時
間
を
送
る
土
壌
が
あ
る
。

東
京
都
歴
史
文
化
財
団
の
森
司

さ
ん
は
「
地
域
に
持
ち
込
ま
れ

た
イ
ベ
ン
ト
で
は
な
く
、
準
備

段
階
か
ら
じ
っ
く
り
と
関
わ
っ

て
も
ら
い
、
本
番
ま
で
の
時
間

も
楽
し
ん
で
も
ら
え
た
ら
」
と

考
え
て
い
る
と
い
う
。

　
時
間
は
、
誰
に
も
平
等
に
流

れ
て
い
く
。
で
も
ア
ー
ト
や
文

化
が
介
在
す
る
こ
と
で
、
そ
の

時
間
は
豊
か
な
も
の
に
変
わ
る

の
か
も
し
れ
な
い
。

言
わ
れ
る
「
ひ
ょ
っ
こ
り
ひ
ょ
う
た

ん
島
」
か
ら
名
を
と
っ
た
。

　
こ
の
活
動
は
、「
芸
術
文
化

ま
ち
づ
く
り
ゼ
ミ
」
と
名
付
け

ら
れ
た
セ
ミ
ナ
ー
と
、
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
・
き
む
ら
と
し
ろ
う

じ
ん
じ
ん
氏
が
行
う
野
点
（
の

だ
て
）
と
呼
ば
れ
る
「
移
動
式

陶
芸
お
抹
茶
カ
フ
ェ
」
の
実
施

準
備
を
す
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
で
構
成
さ
れ
る
。
野
点
と
は

移
動
式
カ
フ
ェ
を
利
用
し
た

「
屋
外
の
お
茶
会
」
の
よ
う
な

も
の
で
、
付
帯
さ
れ
た
陶
芸
窯

で
茶
碗
を
焼
い
た
り
、
そ
の
茶

碗
で
お
茶
を
飲
む
な
ど
の
場
を

指
す
。
東
北
で
い
う
「
お
茶
っ

こ
」
の
よ
う
な
も
の
だ
が
、
実

施
場
所
や
関
わ
る
人
に
よ
っ
て

全
く
異
な
る
場
と
時
間
を
醸
し

出
す
こ
と
な
ど
か
ら
、
主
催
団

体
の
ひ
と
つ
で
あ
る
東
京
都
歴

史
文
化
財
団
は
こ
れ
を
文
化
事

業
と
位
置
づ
け
て
い
る
。

　
し
か
し
、「
お
茶
っ
こ
」
が
な

ぜ
人
材
育
成
に
つ
な
が
る
の
か
。

実
施
す
る
た
め
に
は
実
施
日
や

場
所
の
検
討
、
ロ
ケ
ハ
ン
や
導

線
確
認
な
ど
の
準
備
が
必
要
だ

補
地
に
挙
げ
た
と
い
う
。「
高

台
移
転
先
は
ど
こ
が
い
い
か
？
」

と
聞
か
れ
る
と
口
ご
も
る
住
民

も
、「
ど
こ
で
お
茶
を
飲
み
た
い

か
」
と
い
う
問
い
に
は
答
え
ら

れ
る
。
性
別
、
立
場
、
ス
キ
ル
、

経
験
問
わ
ず
、
誰
も
が
活
動
の

当
事
者
に
な
れ
る
点
に
、
文
化

事
業
を
介
在
さ
せ
る
意
味
が
あ

る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
と
は
い
え
、
少
し
時
間
を
か

け
す
ぎ
で
は
、
と
感
じ
る
節
も

あ
る
。
構
想
が
持
ち
上
が
っ
た

の
は
昨
年
夏
だ
が
、
現
地
調
査

を
経
て
活
動
内
容
を
決
め
た
の

は
今
年
４
月
。
場
所
の
選
定
、

自
治
体
の
交
渉
な
ど
を
開
始
し

た
の
は
６
月
で
、
野
点
の
実
施

は
９
月
末
な
の
で
、「
お
茶
っ

こ
」
の
実
施
に
１
年
か
け
た
計

算
に
な
る
。

　
な
ぜ
、
こ
こ
ま
で
時
間
を
か

け
る
の
か
。
実
は
東
北
に
は
、

神
楽
や
舞
な
ど
の
文
化
が
根
付

い
て
お
り
、
文
化
と
共
に
豊
か

が
、
こ
れ
ら
を
主
催
者
で
は
な

く
住
民
主
体
で
行
う
こ
と
で
、

Ｏ
Ｊ
Ｔ
ス
タ
イ
ル
の
人
材
育
成

を
図
っ
て
い
る
の
だ
と
い
う
。

　
例
え
ば
、
野
点
の
実
施
場
所

に
つ
い
て
、
主
催
者
側
の
議
論

で
は
津
波
を
想
起
さ
せ
な
い
場

所
も
検
討
し
て
い
た
が
、
海
と

生
き
て
き
た
大
槌
町
の
住
民
ら

は
、
時
間
を
か
け
て
議
論
し
た

結
果
、
海
が
見
え
る
場
所
も
候

　
岩
手
県
大
槌
町
で
は
芸
術
文

化
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
人
材
育
成

事
業
「
ひ
ょ
っ
こ
り
ひ
ょ
う
た
ん

塾
」
を
運
営
し
、
地
域
の
復
興

を
担
う
人
材
を
育
成
し
て
い
る
。

大
槌
湾
に
浮
か
ぶ
小
さ
な
無
人

島
・
蓬
莱
島
を
モ
デ
ル
に
し
た
と

て
い
た
ケ
ー
キ
屋
に
は
「
ケ
ー

キ
と
ネ
ク
タ
イ
」
の
き
り
こ
を

製
作
。
加
え
て
、「
海
と
桜
並

木
が
見
え
る
美
し
い
公
園
の
そ

ば
に
あ
っ
た
」「
南
三
陸
町
に
商

談
に
来
る
市
場
関
係
者
に
、
料

理
を
振
る
舞
っ
た
」
な
ど
、
商

店
そ
れ
ぞ
れ
に
流
れ
る
ス
ト
ー

リ
ー
も
合
わ
せ
て
掲
示
す
る
。

　
２
０
１
０
年
の
活
動
は
、
観

光
地
・
南
三
陸
町
を
盛
り
上
げ
、

発
展
さ
せ
る
た
め
に
実
施
し
た
。

今
回
も
町
の
未
来
を
つ
く
る
た

め
の
活
動
で
あ
る
こ
と
は
変
わ

り
な
い
が
、
主
催
で
あ
るENV

ISI

の
吉
川
由
美
さ
ん
は
「
町

の
文
脈
を
次
世
代
に
伝
え
る
効

果
が
あ
る
の
で
は
」
と
語
る
。

　
南
三
陸
に
は
「
生
ま
れ
も
育

ち
も
南
三
陸
」
の
住
民
が
多
く
、

「
町
の
文
脈
」
は
言
語
化
せ
ず

と
も
伝
わ
る
環
境
に
あ
っ
た
。

し
か
し
津
波
に
よ
り
「
町
が
丸

ご
と
流
出
し
た
」
い
ま
、
住
民

の
多
く
は
町
外
に
避
難
す
る
一

方
で
、
支
援
者
な
ど
の
町
外
訪

問
者
が
増
え
て
お
り
、「
新
し

い
文
脈
」
も

生
ま
れ
つ
つ

あ
る
。

　
震
災
前
の

人
口
は
、
わ

ず
か
１
万
７

千
人
。
小
さ

い
な
が
ら
も

世
界
的
な
知
名
度
を
得
た
町
が

個
性
を
維
持
す
る
に
は
、
脈
々

と
受
け
継
が
れ
て
き
た
地
域
の

血
を
形
に
す
る
作
業
が
必
要
な

の
か
も
し
れ
な
い
。「
南
三
陸 

災
地
に
想
い
を
馳
せ
る
こ
と
」

と
考
え
る
ミ
ヤ
ザ
キ
さ
ん
は
、

「
想
う
」
行
為
が
「
人
と
人
の
つ

な
が
り
」
を
生
む
と
考
え
て
い

る
。
足
を
運
ん
だ
こ
と
の
な
い

地
域
、
会
っ
た
こ
と
の
な
い
人

に
想
い
を
寄
せ
る
こ
と
は
一
見
難

し
く
感
じ
る

が
、「
短
冊

を
描
く
」
と

い
う
行
為
が
、

そ
の
敷
居
を

下
げ
て
い
る

の
か
も
し
れ

な
い
。

　
今
回
の
活
動
の
き
っ
か
け
は
、

過
去
に
ケ
ニ
ア
で
行
っ
た
ア
ー

ト
イ
ベ
ン
ト
に
あ
る
と
ミ
ヤ
ザ

キ
さ
ん
は
言
う
。
ス
ラ
ム
街
に

あ
る
小
学
校
の
壁
画
を
描
く
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
自
分
だ
け
で

意
思
決
定
の

プ
ロ
セ
ス
を

住
民
と
共
に

町
の
文
脈
を

次
世
代
に
伝
え
る

短
冊
を
通
じ
て

被
災
地
を
想
う

時
間
を

伝
統
の
き
り
こ
が

地
域
の
情
報
発
信

ツ
ー
ル
に

「
何
を
描
い
た
か
」

よ
り

「
ど
う
描
い
た
か
」

2
記
録
で
は
な
く
、

記
憶
を
伝
え
る

震
災
以
降
、
各
所
で
ア
ー
カ
イ
ブ
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
。
が
れ

き
処
理
、
物
資
の
管
理
・
分
配
、
避
難
所
運
営
・
・
・
記
録
は
た

く
さ
ん
の
教
訓
を
伝
え
て
く
れ
る
が
、
地
域
が
本
当
に
伝
え
た
い

の
は
「
記
録
」
よ
り
「
記
憶
」
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
町
の
中
心

が
大
き
な
被
害
を
受
け
、
町
外
避
難
者
の
多
い
南
三
陸
町
で
は
今

年
、「
記
憶
の
継
承
」
に
挑
ん
で
い
る
。

宮
城
県
南
三
陸
町 

「
南
三
陸  

福
幸
き
り
こ
祭
」

アートの力

震
災
か
ら
５
０
０
日
が
経
ち
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
報
道
も
大
き

く
減
少
し
て
い
る
。
震
災
は
確
実
に
「
現
実
」
の
も
の
と
し
て
続

い
て
お
り
、
被
災
地
に
住
む
人
と
そ
う
で
な
い
人
に
は
大
き
な
認

識
差
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
立
場・認
識
の
異
な
る
人
同
士
を
「
つ

な
げ
る
」
の
が
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト・ミ
ヤ
ザ
キ
ケ
ン
ス
ケ
さ
ん
の
「
七

夕
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
だ
。

1
人
と
人
を
つ
な
ぎ
、

共
感
を
生
む

アートの力

宮
城
県
ほ
か

七
夕
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
ミ
ヤ
ザ
キ
ケ
ン
ス
ケ
さ
ん
）

特 集

復興における役割を考える

立
ち
止
ま
る

時
間
を
つ
く
る

復
興
関
連
事
業
の
動
き
が
加
速
し
て
い
る
。
高
台
移
転
も
防
潮
堤

建
設
も
「
待
っ
た
な
し
」。
で
も
全
力
で
走
れ
ば
走
る
ほ
ど
、
失

わ
れ
る
も
の
も
あ
る
。
復
興
の
文
脈
で
は
「
当
た
り
前
」
に
思
わ

れ
て
い
た
「
ス
ピ
ー
ド
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
に
疑
問
符
を
投
げ
か

け
、
あ
え
て
「
ゆ
っ
く
り
進
む
」
こ
と
の
価
値
を
提
唱
す
る
の
が

「
ひ
ょっ
こ
り
ひ
ょ
う
た
ん
塾
」
で
あ
る
。

岩
手
県
大
槌
町

「
ひ
ょ
っ
こ
り
ひ
ょ
う
た
ん
塾
」

アートの力

3

　8月13日に宮城県女川町で実施。震
災の記憶を次世代へ繋ぐことを願い
「小さな火を囲み語らう時間」を女川
の年中行事とすべく地元住民が発案。
美術家の小山田徹ら「対話工房」が共
に企画した。地盤のかさ上げを前に、
各々の自宅跡地に「迎え火」を灯す。

　福島県相馬郡新地町の仮設住宅
に「1日限りの小さな町」をつくりあげ
ることで、ふるさとを想う気持ちをカ
タチにするプロジェクト。大人と子供
が思い思いに「町のパーツ」を表現し
たお店を出し、それらを市場のよう
に並べて「町」を手作りする。

　宮城県南三陸町にある５校の小
学生による、歌づくりプロジェクト。子
どもたちがメンタルダウンを起こさ
ないよう、震災当時の記憶を歌とし
てアウトプットし、心に沈殿させない
効果を狙った。

女川常夜灯
「迎え火プロジェクト」

心を豊かにする
プロジェクト

これも
アート！

「
お
茶
っ
こ
」実
施
に

１
年
準
備
時
間
に
も

価
値
が
あ
る

未来を歌に

マイタウンマーケット

昨年及び今年の七夕プロジェク
トの様子。今年の七夕祭りには
４千枚の短冊が寄せられた。

震災前の南三陸町志津川地区。
住民の生活を支えた商店一つ
ひとつに「きりこ」が飾られた。
写真提供：ENVISI

（4）２０１２年（平成 24 年）8 月 20 日 月曜日（復興 528 日目）　　東　北　復　興　新　聞（http://www.rise-tohoku.jp/）　　第 14 号　



フィールドワークの
様子。町を歩きなが
ら、野点の実 施 場
所を検討している。

　
仙
台
で
は
毎
年
８
月
に
七
夕

祭
り
が
開
催
さ
れ
る
。
伊
達
政

宗
の
時
代
か
ら
続
く
と
い
わ
れ

る
こ
の
祭
り
は
、
地
域
や
個
人

が
作
っ
た
豪
華
絢
爛
な
笹
飾
り

を
特
徴
と
す
る
。

　
ミ
ヤ
ザ
キ
さ
ん
の
七
夕
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
、
こ
の
お
祭
り
に

な
く
、
子
ど
も
や
先
生
、
地
域

の
住
民
に
も
絵
を
描
い
て
も

ら
っ
た
。
そ
れ
が
全
員
の
参
加

意
識
を
生
み
、
結
果
と
し
て
壁

画
は
そ
の
後
も
「
み
ん
な
の
絵
」

と
し
て
地
域
で
愛
さ
れ
て
い
る

と
い
う
。
ミ
ヤ
ザ
キ
さ
ん
は
こ

の
経
験
を
通
じ
て
「
な
に
を
描

い
た
か
で
は
な
く
、
ど
う
描
い

た
か
が
重
要
」
と
感
じ
、
七
夕

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
同
様
の
手
法

を
持
ち
込
ん
だ
。

　
ミ
ヤ
ザ
キ
さ
ん
は
被
災
し
て

い
な
い
地
域
に
い
ま
求
め
ら
れ

る
こ
と
を
「
共
感
す
る
気
持

ち
」
だ
と
考
え
て
い
る
。

　「
現
地
に
足
を
運
ん
だ
人
は
、

例
え
ば
屋
台
村
が
出
来
た
だ
け

で
も
一
緒
に
喜
べ
る
。
で
も
知

ら
な
い
と
そ
の
喜
び
を
共
感
で

き
な
い
か
ら
忘
れ
て
い
く
。
現

地
の
方
が
恐
れ
て
い
る
の
は
、

忘
れ
ら
れ
る
こ
と
な
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
」

　
共
感
の
第
一
歩
に
「
つ
な
が

飾
る
短
冊
を
、

と
に
か
く
沢
山

の
人
に
描
い
て

も
ら
う
活
動
だ
。

昨
年
８
月
の
七

夕
祭
り
に
は
、

避
難
所
の
子
供

た
ち
５
百
人
が

描
く
「
将
来
の
夢
」
を
短
冊
に

し
て
展
示
。
今
年
、
そ
の
活
動

は
東
京
や
九
州
、
ま
た
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
や
ケ
ニ
ア
な
ど
海
外
に

も
広
が
り
、
東
北
へ
の
思
い
を

描
い
た
短
冊
は
約
４
千
枚
に
も

及
ん
だ
。

　
ミ
ヤ
ザ
キ
さ
ん
は
こ
れ
ら
の

短
冊
を
「
人
と
人
の
つ
な
が
り

の
証
」
だ
と
考
え
て
い
る
。「
被

災
地
の
た
め
に
何
か
を
し
た
い

け
ど
、
き
っ
か
け
が
な
い
」
と

い
う
人
に
、
短
冊
を
描
い
て
も

ら
う
。「
重
要
な
の
は
内
容
で
は

な
く
、
短
冊
を
描
き
な
が
ら
被

り
」
が
あ
る
の
な
ら
、
被
災
者

と
そ
う
で
な
い
人
、
ケ
ニ
ア
人

と
日
本
人
な
ど
、
立
場
の
異
な

る
人
を
つ
な
ぐ
ア
ー
ト
イ
ベ
ン

ト
は
、
震
災
を
風
化
さ
せ
な
い

手
段
に
な
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
三
陸
地
方
の
神
社
で
は
、
正

月
の
神
棚
飾
り
の
た
め
、
縁
起

の
い
い
模
様
を
切
り
抜
い
た
半
紙

「
き
り
こ
」
を
配
布
す
る
風
習

が
あ
る
。
漁
業
が
さ
か
ん
な
南

三
陸
町
で
は
、
大
漁
や
漁
の
安

全
を
願
い
、
一
年
を
通
し
て

「
き
り
こ
」
を
飾
る
家
も
多
い
と

い
う
。

　「
南
三
陸 

福
幸
き
り
こ
祭
」

は
、
商
店
の
軒
先
に
、
店
の
モ

チ
ー
フ
を
切
り
抜
い
た
き
り
こ
を

飾
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
。
観
光
に

力
を
入
れ
て
い
た
南
三
陸
町
が

２
０
１
０
年
、
地
元
商
店
の
魅

力
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
始
め

た
。
店
の
生
い
立
ち
や
店
主
の

考
え
を
ま
と
め
た
「
ス
ト
ー

リ
ー
」
も
合
わ
せ
て
展
示
し
、

観
光
客
と
の
会
話
の
き
っ
か
け
に

し
よ
う
と
し
て
い
た
。

　
震
災
を
経
た
今
年
、「
さ
ん

さ
ん
商
店
街
」
を
は
じ
め
と
す

る
仮
設
店
舗
で
同
じ
活
動
が
ス

タ
ー
ト
し
て
い
る
。
趣
味
で
手

製
の
耳
か
き
を
配
っ
て
い
た
と

い
う
床
屋
に
は
「
は
さ
み
と
耳

か
き
」、
会

社
帰
り
の
父

親
向
け
に
２

百
円
の
ケ
ー

キ
を
販
売
し

政府は平成24年度予算の「被災地における文化芸術による「心の復興」事業」に17億3千
万円を計上した。その効果は住民に「心の復興（生きる希望や勇気）」をもたらすとともに、
地域の絆が一層再確認され、復興への活力を生み出すこと」とされている。芸術は、復興に
どのように寄与し得るのだろうか。被災地で行われている活動を追った。

アートの力
〜芸術・文化は復興を後押しするか〜

　復興の現場で、アートはどんな力を発揮するのか。
アートイベントの主催者や文化事業を推進する団体な
ど多くの方々に、質問させて頂いた。
　瀬戸内海に浮かぶ直島のベネッセアートサイト、新
潟県の越後妻有アートトリエンナーレは、アートが地
域おこしや観光客誘致に寄与した好事例だ。東北に
もこのようなケースがあるのでは、と取材を繰り返し
たが、予想に反し取材をしたすべての活動は観光や
雇用などの経済的指標ではなく、むしろ「心を刺激す
る何か」という曖昧模糊としたものに期待を寄せてい
た。
　地域活性化におけるアートの可能性を調査した参
議院第三特別調査室の小林 美津江氏は、アートの経
済的な価値を大いに認めつつ、「文化芸術は地域活
性化のための施策とは無関係に、多様な価値観を持
ちそれ自体が目的となる」としている。「文化芸術によ
り地域のアイデンティティや魅力を確立し、情報発信
することで、住民が誇りを持ち、人々からここに住み
たいと選ばれるようなまちづくりに繋げていけるとい
うのだ。
　アートというと、美術館のガラスケースの中にある
もの、身なりを整えて鑑賞に行くようなものを思い浮
かべがちだったが、本来はもっと身近に、生活に寄り
添ってあるものなのではないかと気づいた。例えば一
枚の大漁旗。船主の無事を祈り豊漁を願う気持ちが、
縁起物の意匠や鮮やかな色で表現されている。これ
も立派なアートだろう。
　アートは生きることの記録であり、制作、鑑賞は他
者と生き様を分かち合う行為ではないか。そして、アー
トが生み出す「生への動機」や「共感」は、被災地
内外の多くの人が協働して取り組むべき復興の長い
道のりに、不可欠なものの一つなのではないだろうか。
そのように感じた。（齋藤麻紀子、畔柳理恵）

取材後記

経済指標には表れない
アートの価値

※「アート」の定義は様々で「文化」「芸術」と表現する企業や団体もありますが、本紙では引用部以外はすべて「アート」で統一しました。

ん
商
店
街
を
は
じ
め
と
す
る
南

三
陸
町
一
帯
で
開
催
さ
れ
る
。

福
幸
き
り
こ
祭
」
は
８
月
25
日

か
ら
9
月
11
日
ま
で
、
さ
ん
さ

な
時
間
を
送
る
土
壌
が
あ
る
。

東
京
都
歴
史
文
化
財
団
の
森
司

さ
ん
は
「
地
域
に
持
ち
込
ま
れ

た
イ
ベ
ン
ト
で
は
な
く
、
準
備

段
階
か
ら
じ
っ
く
り
と
関
わ
っ

て
も
ら
い
、
本
番
ま
で
の
時
間

も
楽
し
ん
で
も
ら
え
た
ら
」
と

考
え
て
い
る
と
い
う
。

　
時
間
は
、
誰
に
も
平
等
に
流

れ
て
い
く
。
で
も
ア
ー
ト
や
文

化
が
介
在
す
る
こ
と
で
、
そ
の

時
間
は
豊
か
な
も
の
に
変
わ
る

の
か
も
し
れ
な
い
。

言
わ
れ
る
「
ひ
ょ
っ
こ
り
ひ
ょ
う
た

ん
島
」
か
ら
名
を
と
っ
た
。

　
こ
の
活
動
は
、「
芸
術
文
化

ま
ち
づ
く
り
ゼ
ミ
」
と
名
付
け

ら
れ
た
セ
ミ
ナ
ー
と
、
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
・
き
む
ら
と
し
ろ
う

じ
ん
じ
ん
氏
が
行
う
野
点
（
の

だ
て
）
と
呼
ば
れ
る
「
移
動
式

陶
芸
お
抹
茶
カ
フ
ェ
」
の
実
施

準
備
を
す
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
で
構
成
さ
れ
る
。
野
点
と
は

移
動
式
カ
フ
ェ
を
利
用
し
た

「
屋
外
の
お
茶
会
」
の
よ
う
な

も
の
で
、
付
帯
さ
れ
た
陶
芸
窯

で
茶
碗
を
焼
い
た
り
、
そ
の
茶

碗
で
お
茶
を
飲
む
な
ど
の
場
を

指
す
。
東
北
で
い
う
「
お
茶
っ

こ
」
の
よ
う
な
も
の
だ
が
、
実

施
場
所
や
関
わ
る
人
に
よ
っ
て

全
く
異
な
る
場
と
時
間
を
醸
し

出
す
こ
と
な
ど
か
ら
、
主
催
団

体
の
ひ
と
つ
で
あ
る
東
京
都
歴

史
文
化
財
団
は
こ
れ
を
文
化
事

業
と
位
置
づ
け
て
い
る
。

　
し
か
し
、「
お
茶
っ
こ
」
が
な

ぜ
人
材
育
成
に
つ
な
が
る
の
か
。

実
施
す
る
た
め
に
は
実
施
日
や

場
所
の
検
討
、
ロ
ケ
ハ
ン
や
導

線
確
認
な
ど
の
準
備
が
必
要
だ

補
地
に
挙
げ
た
と
い
う
。「
高

台
移
転
先
は
ど
こ
が
い
い
か
？
」

と
聞
か
れ
る
と
口
ご
も
る
住
民

も
、「
ど
こ
で
お
茶
を
飲
み
た
い

か
」
と
い
う
問
い
に
は
答
え
ら

れ
る
。
性
別
、
立
場
、
ス
キ
ル
、

経
験
問
わ
ず
、
誰
も
が
活
動
の

当
事
者
に
な
れ
る
点
に
、
文
化

事
業
を
介
在
さ
せ
る
意
味
が
あ

る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
と
は
い
え
、
少
し
時
間
を
か

け
す
ぎ
で
は
、
と
感
じ
る
節
も

あ
る
。
構
想
が
持
ち
上
が
っ
た

の
は
昨
年
夏
だ
が
、
現
地
調
査

を
経
て
活
動
内
容
を
決
め
た
の

は
今
年
４
月
。
場
所
の
選
定
、

自
治
体
の
交
渉
な
ど
を
開
始
し

た
の
は
６
月
で
、
野
点
の
実
施

は
９
月
末
な
の
で
、「
お
茶
っ

こ
」
の
実
施
に
１
年
か
け
た
計

算
に
な
る
。

　
な
ぜ
、
こ
こ
ま
で
時
間
を
か

け
る
の
か
。
実
は
東
北
に
は
、

神
楽
や
舞
な
ど
の
文
化
が
根
付

い
て
お
り
、
文
化
と
共
に
豊
か

が
、
こ
れ
ら
を
主
催
者
で
は
な

く
住
民
主
体
で
行
う
こ
と
で
、

Ｏ
Ｊ
Ｔ
ス
タ
イ
ル
の
人
材
育
成

を
図
っ
て
い
る
の
だ
と
い
う
。

　
例
え
ば
、
野
点
の
実
施
場
所

に
つ
い
て
、
主
催
者
側
の
議
論

で
は
津
波
を
想
起
さ
せ
な
い
場

所
も
検
討
し
て
い
た
が
、
海
と

生
き
て
き
た
大
槌
町
の
住
民
ら

は
、
時
間
を
か
け
て
議
論
し
た

結
果
、
海
が
見
え
る
場
所
も
候

　
岩
手
県
大
槌
町
で
は
芸
術
文

化
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
人
材
育
成

事
業
「
ひ
ょ
っ
こ
り
ひ
ょ
う
た
ん

塾
」
を
運
営
し
、
地
域
の
復
興

を
担
う
人
材
を
育
成
し
て
い
る
。

大
槌
湾
に
浮
か
ぶ
小
さ
な
無
人

島
・
蓬
莱
島
を
モ
デ
ル
に
し
た
と

て
い
た
ケ
ー
キ
屋
に
は
「
ケ
ー

キ
と
ネ
ク
タ
イ
」
の
き
り
こ
を

製
作
。
加
え
て
、「
海
と
桜
並

木
が
見
え
る
美
し
い
公
園
の
そ

ば
に
あ
っ
た
」「
南
三
陸
町
に
商

談
に
来
る
市
場
関
係
者
に
、
料

理
を
振
る
舞
っ
た
」
な
ど
、
商

店
そ
れ
ぞ
れ
に
流
れ
る
ス
ト
ー

リ
ー
も
合
わ
せ
て
掲
示
す
る
。

　
２
０
１
０
年
の
活
動
は
、
観

光
地
・
南
三
陸
町
を
盛
り
上
げ
、

発
展
さ
せ
る
た
め
に
実
施
し
た
。

今
回
も
町
の
未
来
を
つ
く
る
た

め
の
活
動
で
あ
る
こ
と
は
変
わ

り
な
い
が
、
主
催
で
あ
るENV

ISI

の
吉
川
由
美
さ
ん
は
「
町

の
文
脈
を
次
世
代
に
伝
え
る
効

果
が
あ
る
の
で
は
」
と
語
る
。

　
南
三
陸
に
は
「
生
ま
れ
も
育

ち
も
南
三
陸
」
の
住
民
が
多
く
、

「
町
の
文
脈
」
は
言
語
化
せ
ず

と
も
伝
わ
る
環
境
に
あ
っ
た
。

し
か
し
津
波
に
よ
り
「
町
が
丸

ご
と
流
出
し
た
」
い
ま
、
住
民

の
多
く
は
町
外
に
避
難
す
る
一

方
で
、
支
援
者
な
ど
の
町
外
訪

問
者
が
増
え
て
お
り
、「
新
し

い
文
脈
」
も

生
ま
れ
つ
つ

あ
る
。

　
震
災
前
の

人
口
は
、
わ

ず
か
１
万
７

千
人
。
小
さ

い
な
が
ら
も

世
界
的
な
知
名
度
を
得
た
町
が

個
性
を
維
持
す
る
に
は
、
脈
々

と
受
け
継
が
れ
て
き
た
地
域
の

血
を
形
に
す
る
作
業
が
必
要
な

の
か
も
し
れ
な
い
。「
南
三
陸 

災
地
に
想
い
を
馳
せ
る
こ
と
」

と
考
え
る
ミ
ヤ
ザ
キ
さ
ん
は
、

「
想
う
」
行
為
が
「
人
と
人
の
つ

な
が
り
」
を
生
む
と
考
え
て
い

る
。
足
を
運
ん
だ
こ
と
の
な
い

地
域
、
会
っ
た
こ
と
の
な
い
人

に
想
い
を
寄
せ
る
こ
と
は
一
見
難

し
く
感
じ
る

が
、「
短
冊

を
描
く
」
と

い
う
行
為
が
、

そ
の
敷
居
を

下
げ
て
い
る

の
か
も
し
れ

な
い
。

　
今
回
の
活
動
の
き
っ
か
け
は
、

過
去
に
ケ
ニ
ア
で
行
っ
た
ア
ー

ト
イ
ベ
ン
ト
に
あ
る
と
ミ
ヤ
ザ

キ
さ
ん
は
言
う
。
ス
ラ
ム
街
に

あ
る
小
学
校
の
壁
画
を
描
く
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
自
分
だ
け
で

意
思
決
定
の

プ
ロ
セ
ス
を

住
民
と
共
に

町
の
文
脈
を

次
世
代
に
伝
え
る

短
冊
を
通
じ
て

被
災
地
を
想
う

時
間
を

伝
統
の
き
り
こ
が

地
域
の
情
報
発
信

ツ
ー
ル
に

「
何
を
描
い
た
か
」

よ
り

「
ど
う
描
い
た
か
」

2
記
録
で
は
な
く
、

記
憶
を
伝
え
る

震
災
以
降
、
各
所
で
ア
ー
カ
イ
ブ
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
。
が
れ

き
処
理
、
物
資
の
管
理
・
分
配
、
避
難
所
運
営
・
・
・
記
録
は
た

く
さ
ん
の
教
訓
を
伝
え
て
く
れ
る
が
、
地
域
が
本
当
に
伝
え
た
い

の
は
「
記
録
」
よ
り
「
記
憶
」
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
町
の
中
心

が
大
き
な
被
害
を
受
け
、
町
外
避
難
者
の
多
い
南
三
陸
町
で
は
今

年
、「
記
憶
の
継
承
」
に
挑
ん
で
い
る
。

宮
城
県
南
三
陸
町 

「
南
三
陸  

福
幸
き
り
こ
祭
」

アートの力

震
災
か
ら
５
０
０
日
が
経
ち
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
報
道
も
大
き

く
減
少
し
て
い
る
。
震
災
は
確
実
に
「
現
実
」
の
も
の
と
し
て
続

い
て
お
り
、
被
災
地
に
住
む
人
と
そ
う
で
な
い
人
に
は
大
き
な
認

識
差
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
立
場・認
識
の
異
な
る
人
同
士
を
「
つ

な
げ
る
」
の
が
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト・ミ
ヤ
ザ
キ
ケ
ン
ス
ケ
さ
ん
の
「
七

夕
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
だ
。

1
人
と
人
を
つ
な
ぎ
、

共
感
を
生
む

アートの力

宮
城
県
ほ
か

七
夕
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
ミ
ヤ
ザ
キ
ケ
ン
ス
ケ
さ
ん
）

特 集

復興における役割を考える

立
ち
止
ま
る

時
間
を
つ
く
る

復
興
関
連
事
業
の
動
き
が
加
速
し
て
い
る
。
高
台
移
転
も
防
潮
堤

建
設
も
「
待
っ
た
な
し
」。
で
も
全
力
で
走
れ
ば
走
る
ほ
ど
、
失

わ
れ
る
も
の
も
あ
る
。
復
興
の
文
脈
で
は
「
当
た
り
前
」
に
思
わ

れ
て
い
た
「
ス
ピ
ー
ド
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
に
疑
問
符
を
投
げ
か

け
、
あ
え
て
「
ゆ
っ
く
り
進
む
」
こ
と
の
価
値
を
提
唱
す
る
の
が

「
ひ
ょっ
こ
り
ひ
ょ
う
た
ん
塾
」
で
あ
る
。

岩
手
県
大
槌
町

「
ひ
ょ
っ
こ
り
ひ
ょ
う
た
ん
塾
」

アートの力

3

　8月13日に宮城県女川町で実施。震
災の記憶を次世代へ繋ぐことを願い
「小さな火を囲み語らう時間」を女川
の年中行事とすべく地元住民が発案。
美術家の小山田徹ら「対話工房」が共
に企画した。地盤のかさ上げを前に、
各々の自宅跡地に「迎え火」を灯す。

　福島県相馬郡新地町の仮設住宅
に「1日限りの小さな町」をつくりあげ
ることで、ふるさとを想う気持ちをカ
タチにするプロジェクト。大人と子供
が思い思いに「町のパーツ」を表現し
たお店を出し、それらを市場のよう
に並べて「町」を手作りする。

　宮城県南三陸町にある５校の小
学生による、歌づくりプロジェクト。子
どもたちがメンタルダウンを起こさ
ないよう、震災当時の記憶を歌とし
てアウトプットし、心に沈殿させない
効果を狙った。

女川常夜灯
「迎え火プロジェクト」

心を豊かにする
プロジェクト

これも
アート！

「
お
茶
っ
こ
」実
施
に

１
年
準
備
時
間
に
も

価
値
が
あ
る

未来を歌に

マイタウンマーケット

昨年及び今年の七夕プロジェク
トの様子。今年の七夕祭りには
４千枚の短冊が寄せられた。

震災前の南三陸町志津川地区。
住民の生活を支えた商店一つ
ひとつに「きりこ」が飾られた。
写真提供：ENVISI
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図
面
や
模
型
を
用
い
ず 

ま
ち
づ
く
り
の
議
論
を

　

小
泉
地
区
に
お
い
て
議
論

が
ス
ム
ー
ズ
に
運
ん
で
い
る
要

因
と
し
て
、
ま
ず
挙
げ
ら
れ

る
の
が
震
災
前
か
ら
存
在
し

た
強
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
だ
。
普

段
か
ら
家
に
鍵
は
か
け
ず
、

　

津
波
被
害
で
５
１
８
世
帯
の
う
ち
２
６
６
世
帯
が

流
出
・
全
壊
し
た
宮
城
県
気
仙
沼
市
の
小
泉
地
区
。

昨
年
６
月
に
は
集
団
高
台
移
転
を
目
指
す
協
議
会
が

設
立
、
年
末
に
は
１
２
０
戸
以
上
の
合
意
を
得
る
な

ど
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
な
動
き
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
集
団

移
転
の
先
進
事
例
と
も
呼
ば
れ
る
小
泉
地
区
の
成
功

要
因
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。

気
仙
沼
市
小
泉
地
区
の
取
り
組
み

地
域
の
良
さ
を

将
来
へ
引
き
つ
ぐ

集
団
移
転
の
先
進
事
例

帰
宅
す
る
と
冷
蔵
庫
に
野
菜
が

入
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
た
と
か
。

集
落
ご
と
に
自
治
会
組
織
が
あ

り
、
議
論
す
る
風
土
も
根
付
い

て
い
た
と
い
う
。

　

し
か
し
仲
が
良
い
だ
け
で
は
、

１
０
０
世
帯
超
の
合
意
形
成
は

難
し
い
。
盤
石
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

に
適
切
な
目
標
設
定
を
し
た
の

が
、
建
築
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
関

係
を
研
究
す

る
北
海
道
大

学
の
森
傑

（
す
ぐ
る
）
教

授
だ
。
森
教

授
は
震
災
直

後
、
津
波
に

よ
る
集
団
高

台
移
転
事
業

と
し
て
は
当

時
唯
一
の
事

例
だ
っ
た
奥

尻
島
を
調
査
。

ス
ピ
ー
ド
移

転
を
実
現
し

た
奥
尻
島
に
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
面

で
の
課
題
が
あ

る
こ
と
を
把
握

し
て
い
た
。

　
「
奥
尻
島
の

ス
ピ
ー
デ
ィ
な
対
応
は
、
住
宅
を

失
く
し
た
住
民
に
大
き
な
安
心

感
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
一
方
、

復
興
事
業
計
画
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

維
持
の
観
点
が
十
分
に
は
反
映

さ
れ
て
お
ら
ず
『
回
覧
板
を
回

す
と
き
し
か
顔
を
合
わ
さ
な
く

な
っ
た
』
と
い
う
言
葉
も
聞
か
れ

ま
し
た
」

　

設
計
事
務
所
の
紹
介
で
小
泉

地
区
を
訪
問
し
た
森
教
授
は

「
奥
尻
島
で
出
来
な
か
っ
た
こ
と

を
実
践
す
べ
き
」
と
考
え
、
集

団
移
転
の
目
標
を
「
自
宅
再
建
」

で
は
な
く
「
数
十
年
後
の
ま
ち
づ

く
り
」
に
設
定
す
る
よ
う
提
案
。

そ
の
後
は
住
民
を
集
め
、「
将
来

に
引
き
継
ぎ
た
い
小
泉
地
区
の

良
さ
」
を
考
え
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
２
ヶ
月
に
渡
っ
て
開
催
し
た
。

　

通
常
、
集
団
移
転
の
議
論
で

は
、
図
面
や
模
型
を
前
に
家
の

配
置
を
決
め
て
い
く
が
、「
ま
ち

づ
く
り
」
と
い
う
目
的
を
見
失

わ
な
い
よ
う
、
最
初
の
３
ヶ
月
は

そ
れ
ら
を
議
論
の
場
に
持
ち
込

ま
な
か
っ
た
と
い
う
。
小
泉
地
区

の
集
団
高
台
移
転
を
進
め
る

「
小
泉
地
区　

明
日
を
考
え
る

会
」
事
務
局
長
の
加
納
保
さ
ん

は
、「
お
か
げ
で
目
的
が
ブ
レ
な

か
っ
た
」
と
振
り
返
る
。

地
区
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
町
に
表
現

過
疎
化
対
策
に
も
期
待

　

次
に
森
教
授
と
小
泉
地
区
の

住
民
は
、
震
災
前
か
ら
存
在
し

た
強
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
背
景
を

考
え
た
。
議
論
の
結
果
、
地
区

を
流
れ
る
川
周
辺
で
繰
り
広
げ

ら
れ
た
井
戸
端
会
議
と
、
公
道

で
は
な
く
裏
道
づ
た
い
に
行
き
来

す
る
住
民
の
行
動
特
性
が
あ
る
こ

と
が
分
か
っ
た
。
結
果
、
新
し
い

地
区
計
画
に
は
水
辺
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
が
組
み
込
ま
れ
て

お
り
、
地
区
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
が
町
づ

く
り
に
も
反
映
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
手
法
が
過
疎
化
対
策
に

も
有
効
で
は
と
、
森
教
授
は
推

察
す
る
。
小
泉
地
区
は
高
齢
化

率
31
％
と
震
災
前
か
ら
人
口
減

が
進
ん
で
い
た
が
、
地
区
の
個
性

を
町
に
分
か
り
や
す
く
表
現
す

る
こ
と
で
関
心
や
共
感
を
寄
せ
る

人
が
現
れ
、
人
口
流
入
の
可
能

性
が
あ
る
と
指
摘
す
る
。

　

ま
た
小
泉
地
区
で
は
現
在
、

１
２
５
世
帯
が
集
団
移
転
の
意

向
を
示
し
て
い
る
。
賛
成
世
帯

数
が
、
公
民
館
や
バ
ス
の
停
留

所
な
ど
の
公
共
施
設
が
配
備
さ

れ
る
目
安
の
１
０
０
世
帯
を
超

え
て
い
る
点
も
、
過
疎
化
を
阻

む
要
因
に
な
る
と
い
う
。
周
辺
の

地
区
で
人
口
減
が
起
こ
っ
た
場
合
、

公
共
施
設
の
あ
る
地
域
に
統
合

さ
れ
る
可
能
性
が
高
い
か
ら
だ
と

い
う
。

個
々
の
利
益
で
は
な
く 

町
全
体
の
将
来
の
た
め
に

　

こ
の
よ
う
に
、
小
泉
地
区
の

集
団
移
転
に
ま
つ
わ
る
議
論
は
、

常
に
未
来
を
見
据
え
て
進
め
ら

れ
た
。
さ
ら
に
意
思
決
定
の
際

は
、
賛
成
者
が
多
い
意
見
で
は

な
く
、
地
区
の
価
値
観
に
合
う

意
見
を
採
択
す
る
よ
う
に
し
た

た
め
、
議
論
の
後
戻
り
も
な

か
っ
た
と
い
う
。

　

小
泉
地
区
の
事
例
は
、
ベ
ー
ス

に
あ
っ
た
強
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に

加
え
、
１
年
も
の
時
間
を
議
論

に
投
じ
る
こ
と
で
生
ま
れ
た
も
の

で
、
他
地
区
で
拙
速
に
応
用
で

き
る
と
は
言
い
難
い
。
し
か
し
自

身
の
利
益
で
は
な
く
町
の
個
性
と

将
来
を
見
据
え
た
議
論
の
あ
り

方
は
、
復
興
過
程
の
様
々
な

シ
ー
ン
で
大
切
な
姿
勢
と
言
え
る

だ
ろ
う
。

小泉地区の移転計画づくりをサポートする北海道大学の森傑教授。
大阪で阪神大震災を経験。被災者としての経験と現在行っている
コミュニティの研究が、小泉地区での活動につながった。

（上）被災した小泉地区の一部。この一帯は「小泉地区」と呼ばれていたが、近くに「陸前小泉」
という駅はあるものの、「小泉」という住所ではないという。
「小泉地区の住民は、行政区ではなくアイデンティティによって結びついていたのでは」（森教授）
（右下）移転計画案。車道が配されたのは外周のみで地区内は歩いて移動する。
裏道づたいに行き来する住民の行動特性を町に表現した。
（左下）小泉地区の住民が避難した小泉小学校。３月１１日の教えを次世代に伝えるべく
石碑が建てられた。
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ロ
ー
カ
ル
線
と
被
災
地
の
復
興
［
下
］

観光振興、駅前商店街の活性化等の
地域社会への便益が発生

鉄道施設（レール、トンネル、
橋りょう等）の保守管理費等が発生

駅

商
店
街

国土交通省『地方鉄道の活性化に向けて』を元に作成

便 益
必要コスト

ローカル線存続の要否は、
地域への便益と必要コストを比較して考える

地域に鉄道輸送が存在することによる便益の評価項目（例）

移動時間の短縮、
移動費用の節減

バス等と比較した場合の
移動時間の短縮、移動費用の節減

観光振興 沿線観光地への
入込客数等の増加

商店街の活性化 駅周辺の商店街における
賑わいの向上

まちの誇らしさ 地域の知名度向上、
地域住民としての誇らしさの向上

安心感・期待感 いつでも鉄道を利用できる
という安心感・期待感

移動制約者の足の確保 高齢者等の移動制約者の
足の確保

並行道路の走行時間の短縮 自動車交通の減少に伴う
並行道路の走行時間の短縮

ＣＯ2排出削減効果 自動車交通の減少に伴う
ＣＯ２排出量の削減効果

は
好
条
件
と

も
言
え
る
状
況

で
あ
り
な
が
ら

の
廃
線
だ
っ
た
。

市
民
の
移
動
の

代
替
案
と
し
て

は
バ
ス
の
運
行

が
前
提
と
し
て

進
め
ら
れ
た
。

し
か
し
、
ふ
た

を
開
け
て
み
る

と
バ
ス
へ
の
転

換
率
は
約
30
％

（*

３
）
に
過
ぎ

な
か
っ
た
。
地

域
の
公
共
交

通
の
崩
壊
が
一

気
に
進
ん
で
し

ま
う
結
果
と

な
っ
た
。

　

都
会
で
あ
る
日
立
市
は
、
自

家
用
車
と
い
う
代
替
手
段
を
選

択
で
き
る
人
間
が
多
か
っ
た
た

め
だ
が
、
こ
れ
が
、
人
口
が
少

な
く
、
高
齢
化
率
が
高
く
、

さ
ら
に
リ
ア
ス
式
で
高
低
差
が

厳
し
く
雪
の
積
も
る
地
域
で
は
、

車
へ
の
切
り
替
え
も
難
し
い
だ

ろ
う
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
そ

の
地
域
を
捨
て
ざ
る
を
得
な
い

状
況
に
追
い
込
ま
れ
る
人
も
少

な
か
ら
ず
出
る
か
も
し
れ
な
い
。

「
沿
線
地
域
の
復
興
の
た
め
に

は
鉄
道
が
必
要
で
す
」
と
三
陸

鉄
道
の
望
月
社
長
は
言
っ
た
が
、

ま
さ
に
地
域
の
人
た
ち
が
暮
ら

し
て
い
く
た
め
に
は
、
ロ
ー
カ

ル
線
と
い
う
公
共
交
通
が
あ
る

こ
と
は
重
要
な
フ
ァ
ク
タ
ー
で

あ
る
と
予
想
さ
れ
る
。
残
す
か

否
か
の
議
論
は
既
に
終
わ
り
、

存
続
が
決
ま
っ
て
い
る
三
陸
鉄

道
だ
。
そ
の
存
在
が
地
域
復
興

を
力
強
く
牽
引
し
、
今
後
の
地

域
社
会
の
あ
り
方
の
一
つ
の
形

を
見
せ
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待

し
、
応
援
し
た
い
。

（*

１
）	和
歌
山
県
の
大
学
、
地
元
の

市
民
団
体
が
算
出
。
廃
線
後
バ
ス
へ

の
転
換
率
が
46
％
の
場
合
の
試
算
。

（*

２
）	

地
元
の
市
民
団
体
算
出

（*

３
）
２
０
０
６
年
4
月
2
日
の

発
行
の
茨
城
新
聞
よ
り

に
な
っ
て
い
る
が
、
貴
志
川
線

は
再
生
後
か
ら
の
努
力
が
実

り
、
地
域
人
口
が
減
っ
て
い
く

中
で
輸
送
人
員
を
増
や
す
こ

と
に
成
功
し
て
い
る
。

　

当
然
こ
の
指
標
だ
け
で
存

続
・
廃
線
が
決
ま
る
わ
け
で

も
な
い
。
前
出
の
日
立
電
鉄

は
、
地
域
住

民
か
ら
強
く

継
続
を
望
ま

れ
た
が
、
日

立
電
鉄
の
強

い
意
志
と
、

日
立
市
が
そ

れ
を
受
け
入

れ
た
こ
と
で

廃
線
に
至
っ

た
。
廃
線
時

点
で
年
間
約

１
４
０
万
人

も
の
輸
送

人
口
を
有
す

る	

、
ロ
ー
カ

ル
線
と
し
て

　
「
赤
字
路
線
を
残
す
必
要

が
あ
る
の
か
？
」
と
は
、

ロ
ー
カ
ル
線
を
語
る
上
で
し

ば
し
ば
耳
に
す
る
言
葉
だ
。

単
独
収
支
で
赤
字
だ
か
ら

廃
線
と
短
絡
的
に
考
え
る
こ

と
は
果
た
し
て
正
し
い
の

か
？
こ
こ
で
出
て
く
る
の
が
、

鉄
道
が
地
域
社
会
に
も
た

ら
す
便
益
を
含
め
て
検
討

す
る
考
え
方
だ
。

　

で
は
、
地
域
社
会
に
鉄

道
が
も
た
ら
す
便
益
と
は

何
か
？
ま
ず
当
然
な
が
ら
、

鉄
道
事
業
に
よ
っ
て
利
用
客

に
も
た
ら
さ
れ
る
輸
送
サ
ー

ビ
ス
自
体
が
あ
る
。
そ
し
て
、

そ
れ
に
地
域
が
得
る
「
観

光
振
興
」「
地
元
商
店
の
活

性
化
」「
交
通
弱
者
の
足
の
確

保
」「
道
路
混
雑
の
緩
和
」

「
沿
線
・
ま
ち
の
一
体
感
」

「
ま
ち
の
魅
力
を
対
外
に
発
信

す
る
広
報
的
な
側
面
」
な
ど

の
要
素
が
加
わ
る
。
そ
の
全
体

の
便
益
が
、
維
持
に
必
要
な

費
用
を
上
回
る
の
で
あ
れ
ば
残

す
に
足
る
と
い
う
判
断
が
で
き

る
は
ず
だ
。
大
学
や
市
民
団

体
は
、
こ
れ
ら
の
費
用
便
益

を
分
析
す
る
指
標
を
出
し
て
い

る
。
た
と
え
ば
、
和
歌
山
県

の
貴
志
川
線
の
社
会
的
便
益

は
年
間
14
・
８
億
円
（*

１
）、

茨
城
県
の
日
立
電
鉄
は
10
年

間
で
24
億
円
の
公
的
補
助
が

必
要
に
な
る
も
の
の
社
会
的
な

便
益
は
１
２
７
億
円
（*

２
）

と
算
出

さ
れ
て

い
る		

。

い
ず
れ

も
公
的

補
助
の

お
よ
そ

５
倍
以

上
の
効

果
が
見

込
め
る

と
い
う

試
算
だ
。

日
立
電

鉄
は
現

在
廃
線

　
『
遠
野
物
語
』
で
全
国
に
知
ら

れ
る
岩
手
県
遠
野
市
。
震
災
後
は

後
方
支
援
の
要
と
し
て
被
災
地
へ

の
支
援
を
続
け
て
い
る
。
そ
の
遠

野
で
は
、
お
盆
に
な
る
と
あ
ち
こ

ち
で
白
く
細
長
い
布
が
風
に
た
な

び
く
の
を
目
に
す
る
よ
う
に
な
る
。

近
づ
き
見
上
げ
て
み
る
と
白
い
布

に
は
戒
名
ら
し
き
文
字
が
書
か
れ

て
お
り
、
一
緒
に
提
灯
も
付
い
て

い
る
。
夜
に
な
れ
ば
明
か
り
が
灯

る
。
こ
れ
は
灯
籠
木
（
ト
オ
ロ
ギ
）

と
呼
ば
れ
、
三
年
以
内
に
身
内
を

亡
く
し
た
家
が
軒
先
に
揚
げ
る
お

盆
の
風
習
で
あ
る
。

　

母
親
の
初
盆
で
ト
オ
ロ
ギ
を
揚

げ
た
阿
部
泰
久(

よ
し
ひ
さ)

さ

ん
は
「
新
し
い
仏
さ
ん
が
こ
れ
を

目
当
て
に
お
盆
に
遊
び
に
来
る
ん

だ
。
迷
わ
な
い
た
め
の
目
印
だ
ね
。

他
の
と
こ
ろ
に
行
っ
た
ら
困
る
か

ら
」
と
説
明
し
て
く
れ
た
。
百
年

ほ
ど
前
に
柳
田
国
男
が
著
し
た
遠

野
物
語
に
も
「
盂
蘭(

う
ら)

盆

に
新
し
き
仏
あ
る
家
は
紅
白
の
旗

を
高
く
揚
げ
て
魂
を
招
く
風
あ

り
」
と
書
い
て
あ
る
。
紅
い
ト
オ

ロ
ギ
は
今
で
も
見
ら
れ
る
が
、
亡

く
な
っ
た
人
が
女
性
の
時
に
揚
げ

る
こ
と
が
多
い
そ
う
だ
。

　

ト
オ
ロ
ギ
の
風
習
が
最
も
色
濃

く
残
っ
て
い
る
附
馬
牛(

つ
き
も
う

し)
地
区
で
は
、
お
盆
の
最
後
の

日
に
鹿
（
し
し
）
踊
り
が
町
内
を

ね
り
歩
く
。
異
形
の
面
を
か
ぶ
っ

た
男
た
ち
が
ド
ロ
ノ
キ
（
柳
の
仲

間
）
を
薄
く
削
っ
た
白
い
た
て
が

み
を
風
に
な
び
か
せ
て
勇
壮
に
舞

う
。
鹿
踊
り
の
一
行
は
ト
オ
ロ
ギ

を
揚
げ
て
い
る
家
に
立
ち
寄
り
庭

先
で
「
位
牌
誉(

い
は
い
ぼ)

め
」

と
い
う
独
特
の
踊
り
を
奉
納
す
る
。

迎
え
る
家
で
は
縁
側
に
亡
き
家
族

の
遺
影
と
位
牌
を
置
き
踊
り
を
見

守
る
。
踊
り
手
は
途
中
で
位
牌
に

焼
香
し
手
を
あ
わ
せ
る
。
亡
き
人

の
魂
は
故
郷
の
人
々
が
舞
う
懐
か

し
い
踊
り
に
送
ら
れ
る
。

　

魂
は
何
処
へ
行
く
の
か
。
遠
野

で
は
早
池
峰(

は
や
ち
ね)

を
は

じ
め
と
す
る
ま
わ
り
の
山
へ
帰
っ

て
行
く
と
信
じ
ら
れ
て
き
た
。
柳

田
も
遠
野
物
語
に
こ
う
記
し
て
い

る
「
常
の
日
も
故
郷
の
山
々
の
上

か
ら
、
次
の
代
の
住
民
の
幸
福
を

じ
っ
と
見
守
っ
て
居
る
こ
と
が
出

来
た
や
う
に
乃(

す
な
わ)

ち
霊

は
い
つ
ま
で
も
こ
の
愛
す
る
郷
土

を
離
れ
て
し
ま
ふ
こ
と
が
出
来
な

か
っ
た
の
で
あ
る
」。

　

沿
岸
の
人
々
の
魂
も
同
じ
で
あ

ろ
う
。
あ
の
世
な
ど
と
い
う
遠
い

と
こ
ろ
で
は
な
く
、
き
っ
と
故
郷

に
と
ど
ま
っ
て
家
族
や
友
人
た
ち

を
見
守
っ
て
い
る
。

　

文
／
澄
川
嘉
彦
（
映
像
作
家
）

風になびくトオロギ（岩手県遠野市附馬牛町）
リレー連載 ⑥

挑
む
三
陸
鉄
道

地
域
に
も
た
ら
す
全
体
便
益
か
ら

ロ
ー
カ
ル
線
の
意
義
を
考
え
る

岩
手

復興の象徴である子どもたちに笑顔を届けるために企画された
「てをつな号」。多くのキャラクターが参加。
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故
郷
去
り
が
た
し 

～
遠
野
の
お
盆
～



●心を繋ぐハッピーメンタルケア
“ 自分は自分で大丈夫 ”と思えるようにな
る考え方や実践の仕方をわかりやすく伝
える。【日程】亘理（てしごとプロジェク
トＷＡＴＡＬＩＳ事務所内）：８月２５
日（土）、仙台（Ｆｌｏｗｅｒ	Ｓｔｕｄｉ
ｏ	ＫＩＬＡ内）：８月２６日（日）【時間】
１０：００～１２：００【申し込み先】日
本ヒプノセラピー協会現地協力団体　℡：
０８０（１２３４）９７８５、Ｅメール：	
blessing.megumi@gmail.com	

●第７回　杜の都のビール祭り
『仙台オクトーバーフェスト２０１２』
		“ 本場ドイツのビール・料理・音楽 ”に、“東
北ならではの食材とアーティスト”を加え、
「日本とドイツの交流」と「地産地消」を
通して、「地域の活性化」を図る祭典。【日時】
９月１４日（金）～２３日（日）１１：
００～２１：００（平日は１６：００～）【場

所】錦町公園（宮城県仙台市青葉区本町）【問
い合わせ】仙台オクトーバーフェストプロ
ジェクト　℡：０２２（７１４）８３２４
【ＨＰ】http://www.sendai-oktoberfest.jp/

●福島県立美術館　移動美術館
南相馬市で開催。相双地区ゆかりの作品な
ど、日本と世界の名作約３０点を展示す
るほか、世界各地から福島に寄せられた応
援メッセージの書かれた贈り物を展示す
る。【日時】９月２３日（日）まで（月曜
休館）【場所】福島県南相馬市博物館【料
金】大人３００円、高校生２００円、小中
学生１００円、無料開放日あり【問い合わ
せ】福島県南相馬市博物館　℡：０２４４
（２３）６４２１	

※イベント情報随時募集しています。
掲載ご希望の方は press@h-u-g.jp まで。

８月６〜８日に開催された「仙台七夕祭り」。色鮮やかな吹き流しが仙台の街を彩り、
短冊には全国から復興への思いがつづられた。願い・希望・感謝

ス
キ
ー
の
練
習
中
に
転
倒
し
、

脊
椎
を
損
傷
。
肩
か
ら
下
が
動

か
ず
、
電
動
車
椅
子
を
肩
の
筋

肉
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
生
活
し

て
い
る
。
何
で
も
食
べ
る
し
、
よ

く
喋
る
し
、
酒
も
飲
む
が
、
自

身
の
体
温
調
整
は
上
手
く
で
き

な
い
。
そ
ん
な
彼
は
絵
を
描
き
、

ウ
ェ
ブ
の
デ
ザ
イ
ン
を
し
て
い
る
。

こ
れ
が
、
信
じ
ら
れ
な
い
く
ら
い

良
く
出
来
て
い
る
。

　

素
人
目
に
、
障
害
を
持
っ
て
る

の
に
上
手
い
ね
、
と
言
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
。
十
年
以
上
、
制

作
の
現
場
で
見
て
来
た
、
あ
っ
、

こ
の
人
す
ご
い
、
と
思
う
ク
リ
エ

イ
タ
ー
の
レ
ベ
ル
と
同
等
に
、
そ

の
作
品
が
素
晴
ら
し
い
の
だ
。

と
て
も
口
に
ス
テ
ィ
ッ
ク
を
咥
え

て
描
い
た
と
は
思
え
な
い
。
本
当

の
、
ホ
ン
モ
ノ
だ
。

　

彼
が
絵
を
描
く
よ
う
に
な
っ
た

の
は
、
障
害
を
持
っ
て
か
ら
。
恐

ら
く
、
怪
我
が
な
け
れ
ば
、
今

の
よ
う
に
絵
を
描
く
こ
と
は
無

か
っ
た
だ
ろ
う
。
四
肢
麻
痺
と

い
う
試
練
が
、
彼
の
才
能
を
開

か
せ
た
。
怪
我
は
多
く
を
奪
い
、

新
し
い
気
付
き
を
与
え
た
。

　

東
北
で
、
新
し
い
人
生
を
歩

も
う
と
し
て
い
る
方
々
に
お
会
い

す
る
機
会
が
多
い
。
今
ま
で
の

生
活
が
失
わ
れ
、
初
め
て
の
仕

事
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
人
、
ま
た

今
ま
で
の
価
値
観
を
捨
て
東
北
へ

移
り
住
む
人
も
い
る
。
す
べ
て
の

挑
戦
は
美
し
く
尊
い
。
自
分
も

そ
う
で
あ
り
た
い
と
、
改
め
て
思

い
を
強
く
し
た
。（
Ｔ
）

　

こ
の
夏
、
と
ん
で
も

な
い
青
年
と
出
会
っ
た
。

松
嶺
貴
幸
、
盛
岡
市
在

住
の
26
歳
。
高
校
生
の

時
、
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル

地
域
を
つ
な
ぐ
。
未
来
へ
つ
な
ぐ
。

　

今
年
７
月
に
開
催
16
回
目
を

迎
え
る
宮
城
県
南
三
陸
町
の

「
福
興
市
」。
昨
年
４
月
よ
り
毎

月
開
催
さ
れ
、
来
場
者
は
平
均

約
１
万
人
、
多
い
と
き
で
２
万

１
千
人
に
も
の
ぼ
る
と
い
う
。

　

震
災
か
ら
１
カ
月
半
と
い
う

ス
ピ
ー
ド
で
開
催
に
至
っ
た
背

景
に
は
、「
震
災
前
か
ら
の

『
ぼ
う
さ
い
朝
市
』
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
存
在
が
あ
り
ま
す
」

と
福
興
市
実
行
委
員
会
事
務

局
の
首
藤
史
明
さ
ん
は
語
る
。

南
三
陸
町
志
津
川
地
区
の

「
お
さ
か
な
通
り
商
店
街
」
で

は
、
２
０
０
８
年
か
ら
全
国
の

商
店
街
と
と
も
に
、
内
閣
府
の

「
地
方
の
元
気
再
生
事
業
」

を
活
用
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
構
築
し
て
い
た
。
こ
れ
は
、

平
時
に
は
各
地
の
特
産
品
販

売
や
災
害
防
災
セ
ミ
ナ
ー
等

を
実
施
し
、
非
常
時
に
は
互

い
に
支
援
を
行
う
と
い
う
取

り
組
み
。

　

震
災
発
生
後
、
ほ
と
ん
ど

の
店
や
商
品
を
失
っ
た
南
三

陸
町
に
、
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
通
じ
て
全
国
各
地
の
商

店
街
か
ら
い
ち
早
く
物
資
や

商
品
が
届
け
ら
れ
た
。
こ
れ
が
、

福
興
市
の
早
期
開
催
に
結
び
つ

い
た
。
震
災
直
後
、
買
い
物
の

場
の
な
か
っ
た
町
民
に
、
福
興

市
は
大
変
重
宝
さ
れ
た
と
い
う
。

現
在
に
至
る
ま
で
継
続
さ
れ
て

い
る
の
は
、
そ
れ
が
単
発
の

「
祭
り
」
で
は
な
く
、
定
期
的

「
福
興
市
」
に
見
る

復
興
イ
ベ
ン
ト
の
役
割

伝統の「帆前掛け」をバッグに

ギャザーバッグ
GANBAARE

　
「
何
か
、
き
っ
か
け
を
作
ら
な

き
ゃ
、
と
思
っ
た
ん
で
す
」
と

GANBAARE

（
ガ
ン
バ
ー
レ
）
社

長
の
清
水
敏
也
さ
ん
。
震
災
で
、

営
ん
で
い
た
水
産
加
工
の
工
場
が

大
き
な
被
害
を
受
け
た
が
、
一

念
発
起
。
気
仙
沼
の
た
め
に
仕

事
と
元
気
が
生
ま
れ
る
場
所
を

作
ろ
う
と
同
社
を
設
立
し
た
。

　

古
く
な
っ
た
船
の
帆
を
使
い
、

腰
に
巻
く
「
帆
前
掛
け
」

は
、
気
仙
沼
で
昔
か
ら

受
け
継
が
れ
て
い
る
大

切
な
、
働
く
姿
の
象
徴
。

シ
ー
ト
制
作
や
縫
製
技

術
を
持
っ
た
職
人
さ
ん

と
共
に
、
帆
前
掛
け
を

復
活
さ
せ
、
そ
こ
か
ら

バ
ッ
グ
や
ポ
ー
チ
な
ど
に

商
品
が
広
が
っ
た
。
や

ま
つ
つ
じ
や
黒
松
、
う

み
ね
こ
な
ど
、
気
仙
沼

ら
し
い
柄
が
染
め
抜
か

れ
る
。
現
在
は
ネ
ッ
ト
販
売
に
加

え
”
ギ
ャ
ラ
リ
ー
「
縁
」
“
で
の

店
舗
販
売
も
行
う
。

　

清
水
さ
ん
は
語
る
。「
店
で
は
、

お
客
さ
ん
に
お
茶
や
お
菓
子
を

お
出
し
し
て
、
の
ん
び
り
お
話
を

し
て
行
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

会
話
の
中
で
商
品
の
ア
イ
デ
ア
が

生
ま
れ
る
し
、
何
よ
り
喜
ば
れ
て

い
る
こ
と
を
工
房
で
働
く
ス
タ
ッ

フ
が
実
感
で
き
る
の
で
す
。

GANBAARE

は
、
こ
れ
か
ら
、

た
く
さ
ん
の
小
さ
な
仕
事
作
り

を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

百
人
の
会
社
を
１
つ
作
る
よ
り
、

10
人
の
働
く
場
を
10
個
作
る
方

が
い
い
。
た
と
え
小
さ
な
場
所
で

も
、
一
人
ひ
と
り
が
活
躍
で
き
る

場
所
が
あ
る
こ
と
、
そ
れ
が
生
き

る
力
に
な
る
の
だ
と
思
い
ま
す
」。

■
ギ
ャ
ザ
ー
バ
ッ
グ
２
８
０
０
円

／
株
式
会
社G

A
N
B
A
A
R
E

　

http://www.ganbaare.jp/

に
開
催
さ
れ
る
「
市
」
で
あ
る

こ
と
が
大
き
い
。
当
初
か
ら
実

行
委
員
会
で
は
、
町
民
の
生
活

を
支
え
る
場
と
し
て
福
興
市
を

位
置
付
け
て
き
た
。
開
催
か
ら

１
年
は
、
出
店
者
・
来
場
者
と

も
に
町
民
の
割
合
が
大
半
を
占

め
て
い
た
こ
と
か
ら
も
、
福
興

市
が
そ
の
機
能
を
果
た
し
て
き

た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

福
興
市
は
来
年
３
月
ま
で
の

開
催
が
決
ま
っ
て
い
る
。
首
藤

さ
ん
は
「
震
災
前
の
イ
ベ
ン
ト

が
従
来
通
り
開
催
さ
れ
る
ま
で

の
橋
渡
し
」
と
い
う
が
、
福
興

市
は
、
間
違
い
な
く
南
三
陸
町

の
日
常
を
取
り
戻
す
礎
と
な
っ

て
き
た
。
非
日
常
か
ら
日
常
へ

と
日
々
を
つ
な
ぐ
こ
と
。
そ
こ

に
復
興
イ
ベ
ン
ト
の
一
つ
の
役
割

が
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

南三陸
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